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たかはしあきら●2013年（株）ベネッセ
コーポレーション入社。高校事業部にて関
東圏の進路多様校中心に約200校の教
育改革支援を行う。2019年より現職。

教
職
員
世
代
が
通
っ
て
い
た
頃
の
高
校
像
は
、そ
こ
に
は
な
い
。

指
導
も
、経
営
も
、生
徒
・
保
護
者
の
志
向
も
、も
は
や
別
物
だ
。

「
三
位
一
体
の
高
大
接
続
改
革
」で
、

大
学
の
入
試
は
変
わ
っ
た
か
。教
育
は
変
わ
っ
た
か
。

高
校
は
、確
実
に
、変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
２
年
次
後
半
か
ら
３
年
次

前
半
に
か
け
て
行
わ
れ
て
き
た
進
路
選

択
は
、
２
年
次
前
半
、
あ
る
い
は
１
年

次
に
ま
で
前
倒
し
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
英
語
外
部
検

定
の
入
試
利
用
の
導
入
で
す
。 

     ＊ 

参
加

試
験
は
３
年
次
の
４
〜
12
月
の
受
験
結

果
を
使
う
た
め
、
２
年
次
の
後
半
に
は

あ
る
程
度
志
望
大
を
想
定
し
た
う
え

で
、
い
つ
、
ど
の
検
定
を
受
け
る
か
を

決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
高

校
生
は
検
定
に
慣
れ
る
た
め
に
高
１
の

う
ち
か
ら
受
験
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

低
学
年
の
う
ち
か
ら
進
学
先
を
意
識
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
要
因
は
、学
校
推
薦
型
・

総
合
型
選
抜
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
一
般

選
抜
に
近
づ
き
、
か
つ
知
識
・
技
能
を

測
る
試
験
を
課
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。「
早
く
、
楽
に
決
め

て
し
ま
い
た
い
」
と
の
理
由
か
ら
安
直

に
学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜
を
受
験

す
る
層
は
減
る
で
し
ょ
う
。
早
期
か
ら

学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜
か
一
般
選

抜
の
ど
ち
ら
か
に
狙
い
を
絞
り
、
対
策

期
間
を
で
き
る
だ
け
長
く
取
ら
せ
る
進

路
指
導
が
増
え
そ
う
で
す
。

　
高
校
に
お
け
る
変
化
の
一
端
は
、
中

学
生
や
保
護
者
が
高
校
を
選
ぶ
基
準
の

変
化
に
表
れ
る
も
の
で
す
。従
来
は「
難

関
大
学
合
格
者
が
多
い
」「
入
学
難
易

度
の
割
に
進
学
実
績
が
高
い
」
こ
と
が

基
準
で
し
た
が
、
今
、
注
目
度
を
高
め

て
い
る
の
が
、「
社
会
で
求
め
ら
れ
る

人
材
育
成
に
取
り
組
む
」
高
校
で
す
。

各
校
が
未
来
像
を
描
き
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
独
自
の
教
育
を
行
う
、
と
い
う
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
生
徒
や
保
護
者
の
共

感
を
集
め
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
高
校
の
変
化
を
読
み
解
く

た
め
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
次
ペ
ー

ジ
に
示
し
ま
し
た
。少
子
化
が
進
む
中
、

私
立
・
公
立
問
わ
ず
各
高
校
は
、
学
校

の
存
続
に
向
け
た
特
色
化
に
必
死
で

す
。
特
色
あ
る
教
育
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
資
質
・
能
力
や
志
向
を
培
っ
た
高

校
生
は
、
そ
れ
を
生
か
せ
る
大
学
を
選

ぼ
う
と
す
る
は
ず
で
す
。
高
校
の
変
化

を
ふ
ま
え
て
接
続
の
あ
り
方
を
変
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
が
、
各
大
学
が
こ
の
人

口
減
少
期
を
生
き
残
る
た
め
の
分
岐
点

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

英
語
外
部
検
定
が

大
学
入
試
の
ス
タ
ー
ト
に

　
従
来
型
の
、
少
し
で
も
偏
差
値
の
高

い
大
学
を
め
ざ
さ
せ
る
受
験
指
導
に
代

わ
り
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
、
各

生
徒
の
資
質
・
能
力
や
、
大
学
あ
る
い

は
社
会
で
や
り
た
い
こ
と
を
基
に
進
学

先
や
入
試
方
式
を
見
極
め
る
、
マ
ッ
チ

ン
グ
重
視
の
進
路
選
択
で
す
。
こ
の
背

景
に
は
、
多
く
の
高
校
が
新
学
習
指
導

要
領
へ
の
移
行
を
前
に
、「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
」「
社
会
と
ど
う
関

わ
り
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
生
徒
の

資
質
・
能
力
を
育
成
し
始
め
て
い
る
事

情
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、大
学
側
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

入
試
改
革
で
求
め
ら
れ
て
い
る
多
面

的
・
総
合
的
評
価
の
詳
細
や
、
そ
れ
と

連
動
し
た
入
学
後
の
育
成
プ
ラ
ン
と
そ

の
エ
ビ
デ
ン
ス
な
ど
を
公
表
し
て
い
る

大
学
は
少
な
い
状
況
で
す
。
高
校
は

マ
ッ
チ
ン
グ
に
足
る
情
報
を
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
先
行
し
て
そ

れ
ら
を
明
示
し
た
大
学
は
高
校
の
注
目

を
集
め
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
た

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
特
に
教
育
力
を

売
り
と
す
る
中
堅
大
学
に
と
っ
て
は
、

入
試
が
変
わ
る
今
こ
そ
、
自
学
の
教
育

を
打
ち
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
ま
す
。

基
準
は
偏
差
値
で
は
な
く

自
分
に
合
う
か
ど
う
か

　
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
高
校
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
生
徒

の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
」
と
い

う
こ
と
。こ
れ
を
受
け
て
各
高
校
で
は
、

探
究
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
「
生
徒
が

主
語
」の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
員
が
一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な

く
、
生
徒
が
自
分
で
考
え
て
動
く
よ
う

に
促
す
。
そ
の
た
め
に
「
メ
タ
認
知
」

―
―
自
分
の
変
化
を
客
観
的
に
見
て
表

現
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
学
び

方
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
と
あ
る

私
立
中
高
一
貫
校
の
三
者
面
談
が
象
徴

的
で
す
。
そ
こ
で
は
保
護
者
と
教
員
に

対
し
、
生
徒
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
基

に
、
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
や
得
た
学
び
か

ら
考
え
た
希
望
進
路
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
進
路
選
択
も
教

員
に
よ
る
指
導
型
か
ら
生
徒
基
点
型
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
通
行
的
な
指
導
に
比
べ
教
員
に

は
高
い
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

今
高
校
で
は
研
修
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
メ
タ
認
知
を
取
り
入
れ
た
学

習
は
保
護
者
か
ら
の
期
待
も
熱
く
、
多

く
の
高
校
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

生
徒
自
ら
主
体
的
に
動
き

過
程
や
成
果
を
客
観
視

教
育
・
経
営
の
多
様
化
、進
化

３つのキーワードで読み解く高校の変化
～教育と進路指導はどう変わったか？

（株）進研アド
マーケティング企画室 
進路データベース部部長

高橋 諒
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マ
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チ
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グ
化

高校教育と進路選択の変化

育成
１年生

自己を見つめ直し、社会との関わりの中で将来を考える
自分の資質・能力を生かし伸ばせる進学先を検討する

学びへの姿勢を育てる さまざまなことに主体的に取り組ませ、
課題解決の力を育てる

４技能育成＋受験 入試用に受験

高
校
改
革
の

「
今
」

２年生 ３年生
マッチング 対策

知識・技能

主体性・協働性
・多様性

思考力・判断力
・表現力

メタ
認知

進路選択

学力の
３要素

英語

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭

早
期
化

＊「大学入試英語成績提供システム」の参加試験



学びのプログラム 教育
目標

単元別ルーブリック

教科ルーブリック

C3 C2 C1

B3 B2 B1

A3 A2 A1

建
学
の
精
神

21世紀型スキル

Creative
Thinking

生き方 楽
好行動

知知る

学園全体のルーブリック

Recognition Logical
Thinking

三田国際学園中学校・高校
東京都世田谷区▶1902年戸板裁縫学校として創立。1948年戸板女子高校発足、2015年三田国際学園中学校・高校に改称
▶全日制・男女共学（高校：普通科４コース）　生徒数1230人（中高合計）
▶主な進学先：首都圏の私立大学が８割、海外大学が１割（偏差値偏重の大学進学がゴールではないため具体的な大学名は
非公表）。指定校推薦21％、ＡＯ28％、推薦15％、一般25％、センター入試８％と、ＡＯ・推薦入試を積極的に活用

変化し続ける世界で求められる「発想の自由人」の育成

5 4

たなかじゅん●教職歴16年。前任校では教務や
進学指導を担当し、難関大学に多くの生徒を送り込
む。2014年戸板中学校・戸板女子高校に赴任。ビ
ジョンの推進役である学習・進路指導部長に就く。
2017年より現職。担当は社会科。

教頭　学習・進路指導部長

田中潤

２
０
１
５
年
度
に
戸
板
中
学
校
・
戸
板
女
子
高
校
か
ら
改
称
、共
学
化
し
、大
胆
な
改
革
を
実
行
。

独
自
の
21
世
紀
型
教
育
が
、多
く
の
保
護
者
や
生
徒
の
支
持
を
集
め
て
い
る
。

　
私
が
入
職
し
た
の
は
校
名
改
称
の
１

年
前
で
す
。
明
治
時
代
か
ら
続
く
伝
統

あ
る
女
子
校
で
し
た
が
、
当
時
、
中
学

は
１
学
年
１
ク
ラ
ス
、
高
校
は
２
ク
ラ

ス
程
度
の
生
徒
数
。
各
教
員
は
そ
れ
ぞ

れ
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
の
、

学
校
と
し
て
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
な

く
、
力
が
拡
散
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
閉
校
も
視
野
に
入
る
中
、
大
橋
清

貫
学
園
長
が
進
め
た
起
死
回
生
の
一
手

が
、
共
学
化
を
伴
う
改
革
で
し
た
。

　
保
護
者
も
含
め
た
話
し
合
い
の
結
果

浮
上
し
た
の
は
、「
社
会
が
変
わ
っ
た

の
に
、
進
学
実
績
目
的
の
教
育
の
ま
ま

で
い
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
で
す
。
子

ど
も
の
幸
せ
は
偏
差
値
の
高
い
大
学
へ

の
合
格
で
は
な
く
、も
っ
と
先
に
あ
る
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
正
解
の
な
い
時
代
に

自
力
で
道
を
切
り
開
く 

     ＊ 「
発
想
の
自

由
人
」
の
育
成
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
21
世
紀
型
の
教
育
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
変
化
し

続
け
る
世
界
で
必
要
な
能
力
・
行
動
特

性
を
12
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
具
体
化

す
る
と
と
も
に
、
生
徒
の
内
省
が
目
的

の
メ
タ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
り
ま
し

た
。
シ
ラ
バ
ス
も
公
開
し
、
生
徒
が
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
を
自
覚
し
て

各
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
本
校
の
授
業
は
、
考
え
る
力
を
伸
ば

す
た
め
に
、
ど
の
科
目
も
「
ト
リ
ガ
ー

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
か
ら
始
め
る
「
相
互

通
行
型
」
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
あ
る
数
学
の
授
業
で
は
「
１
次
関
数

の
よ
う
な
テ
ニ
ス
の
サ
ー
ブ
と
は
？
」

と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
生
徒
た
ち
は

教
室
を
出
て
、
実
際
に
コ
ー
ト
で
サ
ー

ブ
を
打
っ
て
検
証
、
結
論
を
ク
ラ
ス
に

プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
。
さ
ら
に
数
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
物
理
の
授
業
で
使
う
な
ど

の
教
科
横
断
型
の
探
究
学
習
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は

シ
ラ
バ
ス
の
共
有
の
ほ
か
、
職
員
室
の

机
上
に
物
を
高
く
積
ま
な
い
と
い
っ
た

教
員
同
士
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
促
す
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
に
は
、
こ
の
よ
う
な
学
び
で
得

た
こ
と
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
入
試
対
策
用
に

〝
ト
ロ
フ
ィ
ー
〞
を
並
べ
る
の
で
は
な

く
、
振
り
返
る
習
慣
を
付
け
さ
せ
る
た

め
。
卒
業
後
も
持
ち
運
べ
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
複
数
の
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
お
り
、
希
望
す
る
進
路
に
あ
っ
た
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
世
界

に
関
心
が
向
け
ば
、
オ
ー
ル
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
を
受
け
る
。
研
究
者

志
向
な
ら
、
実
験
に
打
ち
込
む
。
自
主

的
に
大
学
教
員
に
話
を
聞
き
に
行
く
生

徒
も
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
改
革
の
結
果
、
生

徒
の
進
路
は
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

約
１
割
が
海
外
大
学
に
進
学
し
、
国
内

組
も
偏
差
値
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
が

「
こ
の
研
究
室
で
研
究
し
た
い
」
と
、

明
確
な
プ
ラ
ン
を
持
つ「
八
ヶ
岳
型
」

の
進
路
選
択
で
す
。
そ
の
た
め
入
試
方

式
は
、A
O・推
薦
型
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
研
究
室
ベ
ー
ス
で
進
学
先
を

選
ぶ
に
は
、
現
状
で
は
情
報
が
な
く
、

意
中
の
研
究
室
が
あ
っ
て
も
、
彼
ら
の

意
欲
や
知
識
を
生
か
せ
る
入
試
は
、
そ

う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
は
「
ど

の
大
学
で
も
い
い
」、
大
学
は
「
誰
で

も
い
い
か
ら
入
学
し
て
ほ
し
い
」
で
は

な
く
、「
こ
の
大
学
で
こ
れ
を
学
び
た

い
」「
こ
の
生
徒
が
欲
し
い
」
と
言
い

合
え
る
関
係
が
、
高
大
接
続
の
一
つ
の

理
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
校
出

身
者
の
入
学
後
の
活
躍
を
見
て
、「
こ

ん
な
生
徒
を
獲
る
た
め
に
は
…
…
」
と

大
学
が
入
試
を
再
検
討
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
つ
つ
、
生
徒
を
送
り
出
し
て

い
ま
す
。

や
り
た
い
探
究
ベ
ー
ス
の

「
八
ヶ
岳
型
」の
進
路
選
択

ベ
ク
ト
ル
を
一
つ
に
し
て

拡
散
さ
れ
た
力
を
再
結
集

　改革から４年、同校の経営は劇的に改善した。今では生徒数は以前の４倍強、募集
人員160人に対して出願者総数が3000人超の、都内屈指の人気校だ。同校の教育
ビジョンに多くの保護者が共感、期待した結果と言える。
　躍進の背景には、教育ビジョンの統一と共有がある。「日本の教育現場では各自の
暗黙知は高くても個々で分断されがち。それらを表出させシェアするために、ボトムアッ
プ型の研修を頻繁に行っている」（田中教頭）。授業は教員に任せているが、方針や質
の担保を可能にしているのが、全校共通のメタルーブリックだ。横軸に21世紀型スキ
ルを、縦軸に学習者が取るべき姿勢を表した建学の精神を配置。これを基に教科や単
元のルーブリックを作成し、全授業をメタルーブリックにひも付けている。教員には、自分
が21世紀型教育の一端を担っているという意識が根付いているという。

教育ビジョンを授業に行き渡らせる
ルーブリックが躍進の原動力に

注目！

C a s e  S t u d y

３層のルーブリック

三
田
国
際
学
園
中
学
校
・
高
校

伝
統
の
女
子
校
か
ら
21
世
紀
型
教
育
の
共
学
校
へ

キャリアテーマ 自己を知る 自己の世界を
広げる

自己の進むべき
道を選択

自己を
再構築する

自己を表現し
世界とつながる

進路目標の達成

クラス・コース

本科コース本科クラス

インターナショナルクラス インターナショナルコーススタンダード

インターナショナルコースアドバンスト

考える力 受験合理性追求型授業

英語 実社会で使える英語の習得
ネイティブスピーカー教員による国際感覚も身に付く4技能養成/学習歴・希望進路に合わせた検定受験支援

サイエンス 論理的思考を習慣づけ世界を見通す視点を養う
「なぜ？」を一から考える実験授業/大学研究室レベルの設備/現役の研究者が教員

ICT ともに「考える」パートナーとしてのICTリテラシーを養う
一人一台タブレット/プログラミングを学び、ユーザーからクリエーターへ

メディカルサイエンステクノロジーコースメディカルサイエンステクノロジークラス

高3中1 中2 中3 高1 高2

主
な
学
び

相互通行型授業
全科目で「疑問→仮説→検証→結論」の論理的思考プロセスで試行錯誤

基礎研究β

文理別授業

Liberal Arts

英数理社はAll English

長期留学・短期留学
３レベル展開の英語授業

基礎ゼミナール

基礎研究α

＊その育成に必要な要素として、５つの力（考える力、英語、サイエンスリテラシー、コミュニケーション、ＩＣＴリテラシー）と、12のコンピテンシー（共創、創造性、
責任感、社会参画、リーダーシップ、率先、探究心、生産性、コミュニケーション、問題解決能力、革新性、異文化理解）を設定している。

特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」
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学びのプログラム
教育
目標

青翔開智中学校・高校
鳥取県鳥取市▶2014年開校▶全日制・男女共学（普通科）生徒数253人（中高合計 2019年5月1日現在）
▶デザイン思考をベースに課題解決型のプロジェクト学習を中心とした探究型学習を展開
▶2018年度よりスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける
▶大学合格実績：国公立／５人　私立／早稲田、同志社、立命館、大阪芸術、関西、関西学院、神戸女学院、近畿 他（2019年）     

【探究】「好奇心＋情熱」興味や問題点を自ら発見し、自発的・主体的に行動し解決できる生徒を育てます。
【共成】「協調＋自律」自主自律の基、他者を重んじる人間を育成し、
　　　 将来日本のみならず世界の各界で活躍できる生徒を育てます。

【飛躍】「挑戦＋継続」「何を学びたいか」を大切に探究型学習で鍛えた好奇心と情熱を
　　　 自分の進路実現へと結びつけ、 自ら進路選択できる生徒を育てます。

特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」

青
翔
開
智
中
学
校
・
高
校

おたざわひろき●電気通信大学大学院修了。日
立製作所入社。おもちゃ企画会社、イベント運営会
社を経て、2012年青翔開智中学校・高校の設立準
備に携わる。教員としてデザイン思考をベースとした
課題解決型授業を展開。

副校長

織田澤 博樹

2
0
1
4
年
に
鳥
取
県
東
部
で
初
の
中
高
一
貫
校
と
し
て
開
校
し
た
青
翔
開
智
中
学
校
・
高
校
。

少
子
化
が
進
む
地
域
で
新
設
に
踏
み
切
っ
た
背
景
と
、人
口
減
少
地
域
に
お
け
る
探
究
型
学
習
に
つ
い
て
聞
く
。

　
鳥
取
県
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
著
し
く
、
課
題
面
で
は
日
本
の
最
先

端
を
行
く
県
で
す
。
未
来
の
日
本
の
課

題
が
身
近
に
凝
縮
し
て
い
る
地
域
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
受
験
に
特
化

し
た
中
高
一
貫
校
で
は
な
く
「
課
題
解

決
型
の
探
究
型
学
習
を
通
し
て
興
味
・

関
心
を
掘
り
下
げ
、
進
学
や
そ
の
先
の

進
路
実
現
へ
の
意
欲
を
高
め
る
学
校
」

だ
と
考
え
、〝
探
究
〞
を
教
育
の
ベ
ー

ス
に
置
い
た
新
し
い
中
高
一
貫
校
を
設

立
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
探
究
型
学
習
を
、
中
１
か

ら
高
３
に
わ
た
っ
て
、
段
階
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。最
初
に「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
フ
ェ
ー
ズ
」
で
、
地
元
企
業
と
連

携
し
た
P
B
L
な
ど
に
グ
ル
ー
プ
で
取

り
組
み
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
強
め

ま
す
。
次
に「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・フ
ェ
ー

ズ
」で
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」「
S
D
G
ｓ
」

「
A
I
」
な
ど
手
法
や
切
り
口
を
変
え

な
が
ら
、
地
域
の
課
題
発
見
と
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。
最
後
に
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
フ
ェ
ー
ズ
」
で
、
自
ら
テ
ー
マ
を

設
定
し
研
究
を
進
め
、
探
究
の
集
大
成

と
し
て
修
了
論
文
を
書
き
上
げ
ま
す
。

論
文
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
過
去

に
は
I
T
で
地
元
を
活
性
化
す
る
研
究

や
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
に
含
ま
れ
る
油
脂

に
関
す
る
研
究
な
ど
に
取
り
組
む
生
徒

が
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
書
く

だ
け
で
な
く
、
発
表
会
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
探
究
活
動
に
は
I
C
T
や

図
書
を
駆
使
し
た
情
報
収
集
が
不
可
欠

で
す
。
そ
こ
で
全
教
室
に
W
i-

F
i

環
境
を
整
備
し
た
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ

イ
ル
の
図
書
館
を
建
物
の
中
心
に
設
置

し
た
り
す
る
な
ど
、
施
設
・
設
備
の
面

で
も
探
究
型
学
習
に
適
し
た
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
生
徒
は
こ
れ
ら
を
上
手
に
活
用
し
て

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
S
k
y
p
e

を
使
っ
て
東
京
に
い
る
専
門
家
に
質
問

し
た
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
他
の

生
徒
と
、
書
き
な
が
ら
意
見
を
ま
と
め

た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
自
主
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
活
動
の
評
価
に
も
I
T
の
活
用
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
感
情
認
識
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
時
の
表
情
や
目
線
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
テ
キ
ス
ト
マ

イ
ニ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
言
語
活
用

能
力
の
評
価
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
フ
ェ
ー
ズ
」
で
は
、

一
人
の
教
員
が
３
人
程
度
の
生
徒
を
担

当
し
ま
す
。
研
究
の
テ
ー
マ
は
、「
好

き
な
こ
と
」「
得
意
な
こ
と
」「
大
切
な

こ
と
」「
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
」

の
４
つ
の
円
が
交
わ
る
と
こ
ろ
を
考

え
、
生
徒
と
教
員
で
対
話
し
な
が
ら
決

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
本

校
で
は
進
路
指
導
に
な
っ
て
い
ま
す
。

研
究
を
進
め
る
過
程
で
進
路
希
望
は
さ

ら
に
具
体
化
さ
れ
、
論
文
を
書
く
こ
と

で
、
小
論
文
に
求
め
ら
れ
る
書
く
力
も

養
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
本
校
の
生
徒
は
、
一
般

的
な
〝
学
部
・
学
科
〞
の
枠
組
み
か
ら

離
れ
、修
了
論
文
と
同
じ
テ
ー
マ
を「
よ

り
深
く
学
べ
る
大
学
」「
違
っ
た
角
度

で
学
べ
る
大
学
」
を
進
学
先
と
し
て
希

望
す
る
な
ど
、
大
学
選
び
の
基
準
が
具

体
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
A
O
・
推
薦

入
試
で
の
進
学
者
が
約
半
数
に
上
り
ま

す
。
大
学
に
は
、
ぜ
ひ
本
校
の
発
表
会

な
ど
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
自
学

に
合
っ
た
生
徒
が
い
た
ら
、
ス
カ
ウ
ト

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
校
で
は
、
定
期
テ
ス

ト
の
廃
止
や
、
教
科
学
習
と
探
究
活
動

の
融
合
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
生

徒
の
考
え
る
力
や
応
用
す
る
力
を
高
め

る
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

探
究
の
テ
ー
マ
設
定
を
通
じ

自
ら
の
進
路
を
考
え
る

地
域
資
源
や
I
C
T
を

活
用
し
た
探
究
型
学
習

探
究
型
学
習
を
通
し
て
課
題
解
決
人
材
を
育
成

　青翔開智中学校・高校の設置者である鶏鳴学園は「公共性・独自性・永続性」を経
営理念としている。「私学の最大の強みは独自性を許されていること。独自性を最大の
特色として地域の公教育との差別化を図り、その収益で永続性を保ちたい」と同学園
の横井司朗理事長は語る。
　同校の生徒は約９割が鳥取市近郊から集まるが、教員の３分の２は県外出身者。自
由な挑戦を推奨する校風に魅力を感じ、チャレンジ精神にあふれる若い人材が集まっ
てきており、それが教育改善の原動力になっている。また、学園内の連携も重要で、「受
験指導の予備校、生徒指導の通信制高校、探究型学習の中高一貫校の３つが連携
することで、一つひとつの学校の規模は小さくても教育や経営、人材育成において相
乗効果が期待できる」（同理事長）。

教育の独自性と学園内の連携により
教育機関としての永続性を高める

注目！

C a s e  S t u d y

【学園組織図】

青翔開智
高校

あすなろ
高等専修学校

あすなろ
予備校

青翔開智
中学校

クラーク記念
国際高等学校
鳥取キャンパス

連
携

連携

学校法人鶏鳴学園
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せ
い

し
ょ
う

か
い

ち

▲校舎中央に位置するオープンスタイルの図書館

探究型学習のロードマップ

中１ 中2 中3 高１ 高2 高3

●プランニング
講座

「鳥取市に魅力的な
○○を創ろう」

クリエイティブ・フェーズ

アカデミック・フェーズ

パーソナル・フェーズ

地 元 鳥 取にゼロから
新しいモノ・コトを創造
する。探 究 活 動の基
礎となるスキルを養い、
チームでプランを練り
上げ、最優秀作を実現
する。

●課題解決型
職場体験

「鳥取市の
経営者へ改善案を
プレゼンしよう」

『デザイン思考＊1 』の
手法を使った地元企業
の課題発見と解決に取
り組む。ユーザー行動
観察やプロトタイプ制
作をもとに課題解決プ
ランを企業へ提案する。

●社会課題
解決ゼミ

「世界の課題に
目を向けよう」

『SDGs＊2』の理解に
始まり、チームで地域
の課題発見と解決に
取り組む。鳥取から日
本、そして世界の課題
に目を向ける。

●探究基礎
修了論文
中 学 校 1 年～高 校 1
年生までに身に付けた
デザイン思考や情報
活用のスキル、AIなど
のテクノロジーをベー
スとして個人テーマを
設定。探究の集大成
として論文にまとめる。

●探究基礎から
進路デザインへ
高校２年生で執筆した
個 人 論 文 に つ い て
フィードバックを行い、
追加実験や調査、加
筆・修正を行う。5年間
の探究活動をもとに卒
業後のキャリアを主体
的にデザインしていく。

●データ分析
＋AI活用ゼミ

「人口減少を人工
知能で解決しよう」
人口減少にともなう地
域の課題を、AIをはじ
めとするテクノロジーを
駆使して解決する。

けいめい

＊1 Appleの初期型マウスを手がけたIDEOが提唱する、課題解決の手法のひとつ ＊2 2015年に国連が示した、2030年に向けて世界を変えるための17の目標
＊3 ビデオ通話や音声通話などを無料で利用できるソフト

取材・文／本間学　撮影／青木幸太

＊1

＊2

＊3



N高等学校
▶2016年開校▶学校法人角川ドワンゴ学園が運営▶単位制・通信制課程・男女共学（普通科）生徒数１万926人
▶授業のほか、生徒同士のコミュニケーションやレポート提出、部活も主にネットを使って行う
▶高卒単位認定授業（ベーシックプログラム）のほか、豊富な課外選択授業（アドバンストプログラム）を設ける
▶大学合格実績 ：国公立／9人　私立／早稲田、慶應義塾、上智、明治、青山学院、立教、中央、法政、日本、東洋、専修、近畿 他
　海外大進学者４人（2019年）    

特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」

N
高
等
学
校

かみきはらたかのぶ●大手教育企業で講師として
17年間教壇に立ち、受験指導に携わる。IT×教育
の可能性を感じ、2015年に株式会社ドワンゴに入
社。開校前からN高等学校のプロジェクトに参画し、
2017年から現職。

副校長

上木原孝伸

高
卒
資
格
が
取
れ
る
ネ
ッ
ト
の
高
校
と
し
て
2
0
1
6
年
に
開
校
し
た
N
高
校
。

今
や
約
１
万
人
の
生
徒
を
擁
し
、従
来
の
通
信
制
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
同
校
が
め
ざ
す
も
の
と
は
。

　「
本
質
的
。
未
来
の
学
校
」「
こ
ん
な

高
校
に
行
き
た
か
っ
た
」
―
―
学
校
説

明
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
よ
く
い
た
だ
く

回
答
で
す
。
本
来
、発
達
速
度
や
興
味
・

関
心
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
に
、
一
斉
授

業
で
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
な
い
。

個
別
最
適
な
学
び
に
は
、
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
通
信
制
が
適
し
て
い
る
―
―
そ

う
考
え
た
の
が
、
N
高
の
始
ま
り
で
し

た
。

　
N
高
に
来
る
生
徒
は
主
に
、
ス
ポ
ー

ツ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
や
り
た

い
こ
と
が
明
確
で
、
そ
の
追
究
に
時
間

を
使
い
た
い
と
い
う
生
徒
。一
方
で「
こ

こ
な
ら
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら

れ
そ
う
だ
」
と
い
う
理
由
で
志
望
す
る

生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
通
信
制
と
ネ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
る

と
、得
ら
れ
る
も
の
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
は
「
生
徒
が
自
分
を
見
つ
め
直

す
時
間
」
で
す
。
生
徒
は
映
像
授
業
を

好
き
な
時
間
・
場
所
で
受
講
し
、
通
学

は
年
に
5
日
間
程
度
。
残
り
は
自
分
の

時
間
で
す
。
将
来
を
じ
っ
く
り
考
え
る

べ
き
高
校
時
代
に
、N
高
な
ら
、決
ま
っ

た
時
間
に
縛
ら
れ
ず
、
自
己
に
向
き
合

う
時
間
を
増
や
せ
る
の
で
す
。

　
も
う
１
つ
は
「
教
員
が
生
徒
に
向
き

合
う
時
間
」
で
す
。
授
業
は
あ
ら
か
じ

め
撮
影
し
た
映
像
で
行
い
、
部
活
や
各

事
務
業
務
は
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
る

こ
と
で
、
教
員
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
コ
ー
チ
ン
グ
に
専
念
で
き
ま

す
。

　
ネ
ッ
ト
の
高
校
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒

を
モ
チ
ベ
ー
ト
す
る
に
は
ア
ナ
ロ
グ
な

声
掛
け
が
重
要
で
す
。担
任
は
チ
ャ
ッ

ト
ツ
ー
ル
や
メ
ー
ル
、
電
話
で
生
徒
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
ま
す
。

こ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
が
、
教
員
と
の

や
り
取
り
を
全
て
残
し
た
ロ
グ
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
各
生
徒
に
対
し
て
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

　
単
位
認
定
授
業
の
ほ
か
に
、
学
費
内

で
受
講
で
き
る
選
択
制
課
外
授
業
「
ア

ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
用
意
し

て
い
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
音
楽
、

ゲ
ー
ム
制
作
な
ど
が
学
べ
ま
す
。
中
学

復
習
講
座
や
大
学
受
験
講
座
も
用
意
し

て
お
り
、
全
て
そ
の
分
野
の
プ
ロ
が
担

当
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
体
や
企
業
と
連
携
し
た

職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
た
り
、

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
が
明
確

な
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
明
確
で
な
い
生

徒
も
、
多
彩
な
課
外
授
業
が
自
分
の
夢

を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う

期
待
感
を
持
っ
て
入
学
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
イ
カ
釣
り
漁
体
験
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
水
産
系
大
学
を
め

ざ
し
て
猛
烈
に
勉
強
を
始
め
た
生
徒
も

い
ま
す
。
全
て
の
生
徒
に
個
別
最
適
化

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
限
り
数

を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
進
路
指
導
に
関
し
て
は
、
本
年
か
ら

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
映
像
授
業
を
30
時
間

必
修
に
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成

に
も
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

生
徒
に
は
「
大
学
受
験
の
た
め
に
つ
く

る
の
は
や
め
よ
う
」と
伝
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
高
校
時
代
の
経
験
や
そ
の
と

き
感
じ
た
こ
と
は
、
今
後
人
生
に
迷
っ

た
際
に
自
分
自
身
に
立
ち
戻
る
た
め
の

〝
幹
〞
だ
か
ら
で
す
。
徹
底
的
に
自
分

の
幹
を
追
求
し
、
そ
れ
に
合
致
し
た
大

学
を
探
す
ほ
う
が
本
質
的
で
し
ょ
う
。

　
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
ら
れ
た
「
生

き
る
力
」
は
、T

he zest for living

と
英
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。zest

と
は
、

「
熱
意
」
で
す
。
N
高
の
生
徒
の
多
く

は「
何
か
に
夢
中
に
な
れ
る
力
」を
持
っ

て
い
ま
す
。
大
学
に
は
彼
ら
の
熱
意
を

測
る
よ
う
な
入
試
、
情
熱
に
応
え
ら
れ

る
教
育
環
境
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は

自
分
ら
し
い
進
路
の
指
針

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

最
適
な
ネ
ッ
ト
の
学
校

通
信
制
×
ネ
ッ
ト
の
個
別
最
適
な
学
び
で
情
熱
を
生
む

　開校時に1482人だった生徒数は２年目に4000人を超え、現在は1万人以上が在
籍。年齢構成としては15-18歳が92%を占める。一般的な通信制高校は、進学先に
なじめず転校してくる生徒が多いが、同校に関しては中学からの進学者が３分の２にも
上り、第１志望率が90％を超えるという。最近はIT企業に勤める保護者の勧めによる
進学者が増加している。
　募集活動はネット広報のほか、地道な活動も大切にしており、学校説明会を毎週、
全国各地で実施しているほか、入学者がいる中学校には実際に足を運んで、生徒の
様子を報告している。卒業生の進路決定率は８割超と通信制高校の平均（６割）＊2か
らすると高い。今年からは専従スタッフを組織して大学訪問も開始する予定。大学との
連携強化も積極的に図っていく意向だ。

右肩上がりの入学者数の背景にある
地道な募集活動

注目！

C a s e  S t u d y

在籍生徒の年齢構成

卒業生の進路決定率

＊1 主にテキストメッセージでリアルタイムにコミュニケーションが取れるツール。代表的なものはLINE。N高校ではSlackを使用している。＊2 「平成30年度文部科学省学校基本調査」に基づく

▲写真は沖縄県伊計島の本校（スクーリング会場）

＊1

大学
18.8％

専門学校ほか
36.2％

就職者
26.8％

進路未定
16.8％

不詳・死亡
1.4％

81.8％

15歳 
7.6％

16歳
32.1％

17歳
32.4％

18歳
19.9％

19歳 3.7％
20代 2.9％
30代 0.9％ 40代 0.3％

50代以上 
0.2％

学びのプログラム
▶IT×グローバル社会を生き抜く“創造力”を身に付け、世界で活躍する人材を育成する。
▶創造力を身に付けるために、教養、思考力、実践力の３つを学びます。

【教養】自分なりの考えをもつための知識  【思考力】知識を使って考える力  【実践力】考えを行動に移す力

教育
目標

日常的に行うネット学習 校舎等で行うスクーリング

・スクーリング（面接指導。年１回５日間程度）
・特別活動（３年間で30単位時間以上）

テスト

・年１回期末に、指定された全国各地会場で
 実施

▶スタンフォード大学
国際教育プログラムの様子

◀岐阜県関市での
　「刀鍛冶職業体験」
　の様子

・DTM・ボーカロイド授業
・ものがたり創作授業
・中学復習授業
・職業体験／スタディツアー
・国際教育プログラム
（スタンフォード大、オックスフォード
インターナショナルスタディセンター）

など、180プログラム以上

・大学受験対策授業
・プログラミング授業
・機械学習授業
・Webデザイン授業
・文芸小説創作授業
・エンタメ授業
・クリエイティブ授業

１ 映像学習 ２ 確認テスト

３ レポート提出

４ レポート添削５ レポートの復習

プロフェッショナルによる、将来につながる授業
アドバンスト
プログラム

（課外選択授業）

ベーシック
プログラム

（単位認定授業）
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東京都立第五商業高校
東京都国立市▶1941年東京府立第五商業学校として設立認可。1948年現高校名に改称
▶全日制（ビジネス科）／定時制（商業科）・いずれも男女共学　生徒数計686人
▶資格取得者数（2018年度）　ＩＴパスポート：48人　日商簿記２級：31人　全商英語検定１級：15人
▶主な進路先：就職38％、大学・短大33％（私立大／中央、専修、日本、桜美林、帝京　他）、専門学校27％　（2019年）

11 10

しもむらけいこ●教職歴25年。都立高校で理科
を担当。2014年度第五商業高校に着任。2018
年度まで教務部に所属し、学力／技能スタンダー
ド、学習の手引き「学びの羅針盤」などの作成や新
学習指導要領に伴うカリキュラム開発に携わる。

主幹教諭

下村恵子

専
門
高
校
へ
の
進
学
志
望
者
数
が
伸
び
悩
む
中
で
、自
校
の
存
在
価
値
を
見
つ
め
直
し
、教
育
改
革
に
着
手
。

一
丸
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
特
色
が
中
学
生
に
も
浸
透
、意
欲
あ
る
新
入
生
を
迎
え
る
好
循
環
を
実
現
し
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
代
前
半
に
お
け
る
東
京

都
の
商
業
高
校
は
、
志
望
倍
率
が
１
倍

前
後
と
低
迷
し
、
中
退
率
は
普
通
科
の

約
３
倍
に
上
る
な
ど
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

「 

   ＊1
　３
教
科
で
受
験
で
き
る
か
ら
」「
普

通
科
が
不
合
格
だ
っ
た
か
ら
」
な
ど
消

極
的
な
理
由
で
入
学
す
る
生
徒
が
多

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
多

く
は
学
習
意
欲
が
低
い
た
め
、
入
学
後

も
基
礎
学
力
が
つ
か
ず
、
結
果
的
に
進

学
・
就
職
状
況
も
振
る
わ
な
い
と
い
う

悪
循
環
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
に
対
し
て
東
京
都
は
、
専

門
高
校
の
教
育
内
容
を
見
直
し
、
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
う
改
革
に
着

手
。
本
校
は
、
商
業
高
校
と
し
て
果
た

す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
し
て
、
資
格
取
得
を
軸
に
進

学
や
就
職
の
進
路
希
望
を
実
現
す
る
、

「
五
商
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
め
ざ
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
専
門
教
育
を
学
ぶ
上
で
、
基
礎
学
力

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
生

徒
に
は
、
進
路
目
標
を
も
ち
、
主
体
的

に
学
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。そ
こ
で
２
０
１
４
年
度
か
ら
、

大
学
進
学
指
導
計
画
「
白
き
翼
」
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

進
学
指
導
は
３
年
間
を
見
通
し
て
組
織

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
指
導
形

態
を
改
善
し
な
が
ら
「
大
学
進
学
に
向

け
た
資
格
取
得
」「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

「
英
語
力
の
向
上
」「
小
論
文
対
策
」「
面

談
対
策
」
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
教
科
学
習
に
お
い
て
も
、
各
教
員
の

個
別
の
努
力
に
頼
る
だ
け
で
は
、
生
徒

の
学
力
向
上
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
学
校
と
し
て
の
統
一
し
た
学

び
、
育
成
す
べ
き
能
力
を
、「
学
力
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」「
技
能
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

と
し
て
ま
と
め
、
各
教
科
で
共
有
し
、

学
習
指
導
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
教
科

の
指
導
内
容
の
統
一
も
重
要
で
す
。
定

期
考
査
や
教
材
を
共
有
し
、
担
当
教
員

に
よ
る
授
業
内
容
・
進
度
の
差
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
は
評
価
基
準
を
検
討
し

て
、「
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
基
に
、

科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
指
導
の
効
果
や
生
徒
の
理
解

度
を
外
部
模
試
で
分
析
し
、
定
点
観
測

し
な
が
ら
改
善
、
充
実
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
て
か

ら
、
中
退
や
遅
刻
・
欠
席
が
顕
著
に
減

り
ま
し
た
。
何
よ
り
大
き
な
収
穫
は
、

本
校
の
特
色
を
理
解
し
て
入
学
す
る

生
徒
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
今
年
の
１

年
生
も
、
資
格
取
得
を
め
ざ
し
た
り
自

分
に
合
う
大
学
を
探
し
た
り
、
主
体
的

に
学
ぶ
生
徒
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
商
業
高
校
で
明
確
な
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
い
て
資
格
を
取
っ
て

か
ら
大
学
へ
と
進
学
し
た
学
生
は
、
普

通
高
校
か
ら
「
何
と
な
く
」
進
学
し
た

学
生
よ
り
も
、
そ
の
後
活
躍
す
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と
言
え
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
２
０
１
８
年
度
か
ら
は
本
校
を
は
じ

め
と
す
る
都
立
商
業
科
は
ビ
ジ
ネ
ス
科

に
一
斉
改
編
し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
沿

う
実
践
的
な
学
び
を
提
供
す
る
教
育
改

革
を
都
教
委
と
共
に
推
進
し
て
い
ま

す
。「
商
業
高
校
の
生
徒
の
進
路
は
就

職
」と
い
う
考
え
は
、今
や
昔
の
話
で
す
。

大
学
に
は
、
高
校
の
学
び
と
大
学
の
学

び
と
の
継
続
性
や
、
生
徒
の
目
的
意
識

な
ど
に
、
も
っ
と
目
を
向
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
資
格
取
得
を
通

し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
て
い
る
生

徒
の
未
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に

も
、    ＊2
全
商
推
薦
を
は
じ
め
と
す
る
推
薦・

A
O
枠
の
拡
大
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

特
色
化
が
も
た
ら
し
た

上
向
き
の
サ
イ
ク
ル

全
校
で
目
線
を
統
一

五
商
の
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成

学びのプログラム 教育
目標

　約190校の都立高校を擁する東京都。都の教育委員会は積極的に高校改革を推進
している。商業高校については、2018年度から全ての全日制課程をビジネス科に改
編。ビジネスについて実地で学ぶ授業を増やすなど、ビジネスアイデアを生み出せる

「人づくり」を進めている。その取り組みの一つが、東京都独自の学校設定科目「ビジネ
スアイデア」で、フィールドワークを交えて、商品開発、マーケティングプランの立案など
を行う科目だ。こうした活動を支援するため都教委は、2018年７月に「商業教育コン
ソーシアム東京」を発足させ、商業高校と企業、地域社会との連携をサポート。他にも、
東京の産業やビジネスに関する補助教材の作成なども行っている。
　2021年度には、都立高校の入試に民間の資格・検定を活用した英語スピーキングテ
ストの導入が予定されるなど、社会で求められる人材育成を見据えた改革はさらに進む。

社会で求められる人材の
育成をめざす東京都の高校改革

注目！

C a s e  S t u d y

東
京
都
立
第
五
商
業
高
校

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
基
に
主
体
性
を
育
む
商
業
高
校
へ
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教育目標と都の方針を基に、
教科・科目や専門学科ごとの到達目標を定めている。

学力スタンダード
各教科・科目の学習指導要領に沿って、
同校の生徒が到達すべきレベルを定義。

技能スタンダード
ビジネス科の生徒として身に付けるべき技術・技能や、
取得を推奨する資格をまとめたもの。
都が作成したものを基に同校独自のスタンダードを策定。

「ビジネス基礎」 「東京のビジネス」

「起業創業ラボ」
「東京プランニング
・ラボ」

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭

ビジネスの基礎を、調べ学習や
グループワーク、外部講師の講
話などを通して学習

新たなビジネスモデルの創造や
提案に挑戦

（東京都独自の学校設定科目）

東京の産業やビジ
ネスに焦点を絞った
補助教材

ビジネスアイデア検
討・提案の核となる
生徒を、学校の枠を
越えて育成

東京都の
支援

ビジネス科の
特徴的な学び

１年次

2年次「ビジネスアイデア」

地域課題の解決や資格取得
など、課題を設定して、その解
決を図る

3年次「課題研究」

地
域
理
解
促
進

中
核
的
人
材
の
育
成

＊1 2015年度より、第五商の学力検査に基づく選抜（一般入試）は５教科
＊2 全国商業高等学校長協会大学特別推薦入試。同協会が推薦する生徒を対象に大学が行う指定校推薦入試

国立に五商あり
人づくり夢づくりの商業高校

ま な び や



教育
目標

広島県立呉三津田高校
広島県呉市▶1907年呉市立呉中学校として開校。1949年広島県呉三津田高校発足、1968年現高校名に改称
▶全日制／定時制。いずれも男女共学。生徒数計601人
▶国立教育政策研究所の研究指定校（2013年度～）、広島県の探究コアスクール指定校（2015～17年度）
▶大学合格実績：国公立／123人　私立／早稲田、慶應義塾、同志社、立命館、安田女子、広島国際、広島修道　他（2019年）

呉から世界へ。世界から呉へ。グローバル社会のリーダーにして、
地域創生のために、課題を発見し、協働で答えを作り出すことのできる人材の育成

13 12

おおばやしひでのり●広島県立高校で数学を担
当。2012年より祇園北高校教頭。2014年より大
崎海星高校校長。過疎化が進む離島において同
校の存続が危惧される中、魅力化プロジェクトを主
導し、生徒募集を好転させる。2017年より福山工
業高校校長。2019年より現職。

校長

大林秀則

約
10
年
前
か
ら
、先
ん
じ
て「
思
考
力
」「
主
体
性
」の
育
成
を
開
始
。

さ
ら
に
学
校
の
教
育
目
標
を
具
体
的
な
資
質
・
能
力
に
落
と
し
込
み
、地
域
探
究
活
動
で
培
う
。

　
本
校
は
地
域
の
進
学
校
で
す
。
こ
れ

ま
で
難
関
大
学
合
格
を
め
ざ
し
て
教
育

を
行
っ
て
き
た
中
で
、
選
択
式
の
問
題

は
で
き
て
も
論
述
式
の
問
題
に
は
対
応

で
き
な
い
生
徒
が
め
だ
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、約
10
年
前
か
ら「
思

考
力
」
の
育
成
を
重
視
し
た
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
思
考
力
」
の

定
義
は
あ
い
ま
い
で
す
。
育
成
方
法
に

つ
い
て
も
先
行
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
各
教
員
が
思
う
「
思
考
力
を
問

う
問
題
」
を
定
期
テ
ス
ト
で
出
題
し
、

実
施
後
に
最
も
優
れ
て
い
る
問
題
を
教

科
ご
と
に
持
ち
寄
る
な
ど
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
思
考
力
の
本
質
を
探
っ
て
い

き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
よ
う
や

く
教
科
別
の 

   ＊1 「
思
考
力
の
定
義
」
が

完
成
。
こ
れ
を
基
に
採
点
基
準
と
な
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
生
徒
に
も

公
開
し
ま
し
た
。

　
授
業
も
同
じ
く
変
え
て
い
ま
す
。
思

考
力
の
育
成
で
は
、〝
解
説
〞よ
り
も〝
問

い
〞
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
世

界
史
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
は
教
員
が
教

科
書
に
沿
っ
て
出
来
事
の
過
程
を
解
説

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
教
員
が
発

し
た
問
い
を
基
に
、
生
徒
が
資
料
を
集

め
、
出
来
事
の
背
景
を
探
り
、
気
づ
き

を
ク
ラ
ス
で
共
有
す
る
形
に
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
幸
い
な

こ
と
に
「
わ
か
り
や
す
い
」「
思
考
力

を
発
揮
す
る
場
面
が
あ
る
」「
も
っ
と

勉
強
を
し
た
く
な
る
」
と
答
え
る
割
合

が
増
え
て
い
ま
す
。
思
考
力
を
育
成
す

る
授
業
へ
の
転
換
で
、
学
ぶ
意
欲
が

ア
ッ
プ
し
た
の
で
す
。

　
２
０
１
５
年
度
に
は
県
が
推
進
し
て

い
る「
学
び
の
変
革
」の
指
定
校
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、「
総
合
的
な
学
習
／

探
究
の
時
間
」（
以
下
「
探
究
」）
の
内

容
に
つ
い
て
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
探
究
で
核
と
な
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
、
２
０
１
６
年
度
に
開
始
し
た
「
社

会
探
究
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
高

２
生
を
４
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
１
年
間
を
か
け
て
取
り
組
ま
せ
る

Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
す
。
地
元
の
呉
市
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
情
報
を
集
め
分
析

し
、
最
終
的
に
市
議
会
へ
解
決
策
を
提

案
し
ま
す
。
教
員
は
基
本
的
に
内
容
に

口
を
挟
み
ま
せ
ん
。
企
業
や
住
民
等
と

の
交
渉
も
生
徒
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
外
部
に

活
動
を
報
告
す
る
機
会
の
多
さ
で
す
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
を
招
い
て
行
う

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
大
学
生
に
向
け
た
英
語
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
、
市
議
会
へ
の
提
案
等
々
…
。

相
手
の
感
想
を
聞
き
、
振
り
返
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
主
体
的
学
習
者
に
必
要
な

メ
タ
認
知
力
や 

   ＊2
　レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
ど

が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　
評
価
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手

だ
っ
た
生
徒
が
市
議
会
で
堂
々
と
発
表

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
そ
の
変
容

は
明
ら
か
で
す
。
推
薦
入
試
な
ど
の
面

接
や
小
論
文
の
練
習
で
は
、
多
く
の
生

徒
が
こ
の「
社
会
探
究
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」で
培
っ

た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
課
題
は
、
授
業
・
テ
ス
ト
、
探
究
、

進
路
指
導
の
３
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
を
統

合
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
探

究
的
な
学
び
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
大
学
が
先
行
し
て
お
り
、

高
校
以
上
に
発
展
し
て
い
る
は
ず
で

す
。
高
校
３
年
間
の
生
徒
の
成
長
を
受

け
止
め
る
入
試
、
さ
ら
に
引
き
上
げ
る

教
育
を
、大
学
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

発
表
と
自
省
を
繰
り
返
し

メ
タ
認
知
力
を
育
成

教
員
の
経
験
知
を
集
め
て

思
考
力
を
ゼ
ロ
か
ら
定
義

学びのプログラム

　広島県教育委員会は、学校段階が上がるにつれて減退する生徒の学習意欲や、主
体的に学ぶ人材を社会が求めている状況などを鑑み、2015年度に「広島版『学びの
変革』アクション・プラン」をスタートさせた。知識ベースの学びから資質・能力の育成を
めざす主体的な学びに県内の小中高全ての学校教育を変革することが目的だ。
　高校では、課題発見・解決学習への変革を全県的なプロジェクトで推進。2015～
2017年度の第Ⅰ期はまず、指定校（24校）での授業モデルの構築と、県内全校で変
革推進の核となる教員の養成を行った。授業モデルは、実践事例集を作成して県内全
校に普及。2018～2020年度の第Ⅱ期は、県内全校でカリキュラム・マネジメントと教
科指導に関する研修を実施して、変革の校内普及を推進。加えて、研究開発校（９校）
で、ルーブリックの開発など、資質・能力の評価に関する研究を行っている。

全県的なプロジェクトにより
課題発見・解決学習を全校に普及

注目！

C a s e  S t u d y

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校

思
考
力
と
主
体
性
を
備
え
た
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
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主体的な自己
～私の興味関心を知る～

●切り抜き新聞　●詩のボクシング
●学部学科研究　●読書会
●ディベート

自己の相対化
～私を育んだ社会を知る～

●詩のボクシング　●社会探究ＰＢＬ
●シンガポール研修旅行
●キャリア探究（志望理由書）

自己実現
～社会の一員として
　私はどう生きるか～

●ディベート　●パネルディスカッション
●詩のボクシング
●「社会の中の私」（小論文作成）

テーマ設定
グループ分け

４月

1月

3月

3月

2月

6月

夏
休み

中間報告会

フィールド
ワーク

海外で
フィールド
ワークと
現地学生との
協働学習

ポスター
セッション

呉市議会に
解決策を
提案

大学生との
協働学習

小論文作成

呉市長
報告会

11月

11月

［La Gaya Scienza a Mitsuta］

社会探究ＰＢＬの流れ（例）総合的な探究の時間

１年次

3年次

2年次

練り直し

練り直し

練り直し

高校での課題発見・解決学習
推進プロジェクトの取り組み

第Ⅱ期：2018～2020年度
●カリキュラム・マネジメントと教科研修を通し

て変革の校内普及を図る
●資質・能力の評価方法を指定校で研究

第Ⅰ期：2015～2017年度
●授業モデルの構築と、校内での変革を推

進する実践推進リーダー（各校１人）を養成

取材・文／児山雄介　撮影／高西知泰＊1 （例）国語：テクストを他者としてとらえ、それに対する自分の考えや意見を、根拠を明確にして表現する力
　　  　地歴公民：社会的事象の持つ意味や事象間の関係性などについて、相対化した知識や概念、資料を根拠に多角的・論理的に説明する力　など
＊2  回復力、しなやかさ

＊4

ラ 　　 ガイヤ 　　　 シエンザ 　   ア 　　　ミツタ
＊3

＊3 フランス南部で用いられていたオック語で「三津田ヶ丘の悦ばしき知」の意味
＊4 自作の詩の朗読で勝敗を競う「声と言葉の格闘技」
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高校教育
多くの高校の教員が、新しい授業や評価法の試行錯誤に追われている。
新学習指導要領の実施を間近に控え、改革が加速しているからだ。

「未来の大学生」は今、高校でどんな教育を受けているのか。

【図表1】家や塾での学習時間の変化【図表2】勉強の「好き」「嫌い」の割合
（学校段階別）

【図表4】この１年間の授業経験と、
 勉強の好き嫌いの変化（高校生）

【図表3】勉強する理由（学校段階別）

【図表5】理数系科目の履修状況（高校）

＊文部科学省・厚生労働省「第13～16回21世紀出生児縦断調査（平成13年出生児）」       

＊東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所
「子どもの生活と学びに関する親子調査2015-2016」

＊「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の比率      
＊東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子どもの生活と学びに関する親子調査2016」      

＊文部科学省「平成27年度公立高等学校における教育課程の編成・実施状況調査（平成25年度入学者抽出調査）」
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「嫌い」から
「好き」に変化

「嫌い」から
「好き」に変化

「調べたり考えたりしたことを発表する」授業

「学校の先生以外の人の話を聞く」授業

休日

平日 しない
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39.4

ポイント差

59.6

45.3

53.3

64.8

29.9

+34.9

-8.0

-20.2

高
校
生

中
学
生

小
４
〜
６
生

＊「好き」は「とても好き」＋「まあ好き」の比率、「嫌い」は「あまり好きではない」＋
「まったく好きではない」の比率。無回答・不明の比率は表示していない
＊東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子どもの生活と学びに関
する親子調査2016」
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10.4 　

ときどきあった
42.7

ときどきあった
49.5

72.9

62.5

ときどきあった
50.4

よくあった
16.3

ときどきあった
46.2

67.1

5.8p差

53.1

9.4p差

A 

学
習
姿
勢
や
学
習
時
間
な
ど
、

大
学
と
似
た
課
題
を
抱
え
る
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
活
に
溶
け
込

み
、
社
会
的
課
題
の
解
決
や
経
済
発
展

を
も
た
ら
す
社
会
、Society5.0

。
こ

の
新
た
な
時
代
に
は
、
機
械
が
持
ち
得

な
い
、
世
界
を
理
解
す
る
力
、
想
定
外

の
状
況
と
向
き
合
う
力
な
ど
が
必
要
と

さ
れ
る
。
好
奇
心
や
探
究
力
を
持
っ
て

主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
姿
勢
が
学
修

（
習
）
者
に
求
め
ら
れ
る
中
、高
校
は
今
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
を
行
っ
て
い

る
。
背
景
に
あ
る
の
が
、
進
級
・
進
学

す
る
に
連
れ
低
下
す
る
学
習
意
欲
だ
。

　
高
校
生
の
学
習
状
況
を
見
て
み
よ

う
。
中
学
時
と
比
べ
、
校
外
学
習
を
し

な
く
な
る
生
徒
が
急
増
し
【
図
表
１
】、

勉
強
が
嫌
い
な
生
徒
の
割
合
も
増
え
て

い
る
【
図
表
２
】。
机
に
向
か
う
理
由

と
し
て
「
お
も
し
ろ
い
か
ら
」
な
ど
の

内
発
的
動
機
付
け
で
勉
強
す
る
中
高
生

の
割
合
が
低
く
な
る
一
方
、「
進
学
の

た
め
」
な
ど
、
外
発
的
動
機
付
け
で
勉

強
す
る
割
合
は
高
ま
る
【
図
表
３
】。

履
修
す
る
科
目
も
入
試
に
課
さ
れ
や
す

い
も
の
に
集
中
し
、
理
数
系
科
目
の
履

修
率
は
大
き
く
偏
る
【
図
表
５
】。
ち

な
み
に
、【
図
表
１
】
で
そ
の
一
部
を

紹
介
し
た「
21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査
」

に
よ
る
と
、「
楽
し
い
と
思
え
る
授
業

が
た
く
さ
ん
あ
る
」
な
ど
授
業
の
満
足

度
・
理
解
度
も
、
学
年
が
上
が
る
に
連

れ
低
下
傾
向
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
傾
向
を
変
え
る

こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。【
図
表
４
】

を
見
る
と
、勉
強
が
「
嫌
い
」
か
ら
「
好

き
」
に
な
っ
た
生
徒
は
、
嫌
い
な
ま
ま

の
生
徒
よ
り
も
、「
調
べ
た
り
考
え
た

り
し
た
こ
と
を
発
表
す
る
」「
先
生
以

外
の
人
の
話
を
聞
く
」
授
業
を
受
け
た

と
す
る
比
率
が
高
い
。
こ
れ
は
、
そ
う

し
た
授
業
方
法
が
生
徒
の
学
習
意
欲
の

改
善
に
、
何
ら
か
好
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、
高
校
教
育
と
大

学
が
抱
え
る
課
題
は
、共
通
点
が
多
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
人
材
の

育
成
が
高
大
共
通
の
課
題
だ
と
す
る

と
、
学
校
段
階
が
上
が
る
に
連
れ
主
体

的
な
学
修（
習
）か
ら
遠
ざ
か
る
現
状

を
連
携
し
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
、
大

学
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

高
校
教
育
の
課
題
と
は
？

Q

入試対策　探究学習へ

編

POINT

高校改革の
「今」Q&A

高
校
の
課
題
は
大
学
の
課
題
。

連
続
性
の
あ
る
人
材
育
成
を
。

2019 9 -102019 9 -10
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【図表8】学習指導要領改訂の考え方

【図表10】「学習評価の観点」の変化

【図表11】多様な評価方法の例

高
校
教
育
の
改
革
と
は
？

Q
新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

Q
【図表6】新時代に対応した高等学校改革

＊教育再生実行会議「第十一次提言 概要」を基に編集部にて作成

【図表7】高等学校教育改革

教育課程の見直し
▶2016年12月答申「幼稚園、小学校、中学

校、高等学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善及び必要な方策等について」

▶高等学校学習指導要領を改訂【育成すべき
資質・能力を踏まえた教科・科目等の見直し】

（2018年３月）

▶高等学校学習指導要領を改訂【主体的・対
話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視
点からの授業改善の推進】（2018年３月）

▶2015年12月答申「これからの学校教育を担
う教員の資質能力の向上について」

▶「教育公務員特例法等の一部を改正する法
律案」（教育公務員特例法、教育職員免許
法、教員研修センター法の一括改正）が成立

（2016年11月）

▶「高校生のための学びの基礎診断」の認定
基準等を策定（2018年３月）

▶「キャリア・パスポート（仮称）」の調査研究を
実施（2017年度から）

▶高校学習指導要領の改訂を踏まえ、指導要
録参考様式を見直す予定（2018年度以降）

▶「検定事業者による自己評価・情報公開・第
三者評価ガイドライン」を策定（2017年10月）

多面的な評価の推進

学習・指導方法の改善と
教師の指導力の向上

＊文部科学省資料を基に作成

●高校の新科目「公共」の新設など　
●各教科等で育む資質・能力を明確化　
●学習内容の削減は行わない

何ができるようになるか

何を学ぶか

どのように学ぶか

新しい時代に必要となる
資質・能力の育成と、
学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた
教科・科目等の新設や目標・内容の見直し

主体的・対話的で深い学び（アクティブ・
ラーニング）の視点からの学習過程の改善

【図表9】学習指導要領
改訂後の教科・科目（高校） 

教科 科目 標準
単位数

は新設または変更科目　●は必修の１科目

必履修
科目
●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

 
●
●
●

●

●

●

 
●

●
●

　 
●

●
 

現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究
地理総合
地理探究
歴史総合
日本史探究
世界史探究
公共
倫理
政治・経済
数学Ⅰ

数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学A
数学B
数学C
科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学

 
体育
保健
音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ
 
英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ
家庭基礎
家庭総合

情報Ⅰ
情報Ⅱ
理数探究基礎
理数探究 
 

国語

地理歴史

公民

数学

理科

保健体育

芸術

外国語

家庭

情報

理数

総合的な探究の時間

●のうち「科学と人間生活」を含む２科目
または基礎を付した科目３科目が必修

●のうち1科目

2単位まで減可

●のうち1科目

2単位まで減可

2
2
4
4
4
4
2
3
2
3
3
2
2
2
3

 
4
3
2
2
2
2
2
4
2
4
2
4
2
4

 
7～8

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

  
3

4
4
2
2
2
2
4

2
2
1

2～5
3～6

2単位まで減可

＊文部科学省資料

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

各
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部にて作成（原図作成はVIEW21編集部）

現行学習指導要領 新学習指導要領

知識・理解

技能

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

項目１

知識・技能

思考力・判断力・
表現力等

学びに向かう力・
人間性等

学習評価の観点 資質・能力の３つの柱 学習評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

知識やスキルを使いこなす（活用・応用・統合する）ことを
求めるような評価方法。論説文やレポート、展示物といっ
た完成作品（プロダクト）、スピーチやプレゼンテーション、
協同での問題解決、実験の実施といった実演（狭義の
パフォーマンス）を評価する。

成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、それぞれの
レベルに対応するパフォーマンスの特徴を示した記述語

（評価規準）からなる評価基準表（下記はイメージ例）。

児童・生徒の学習の過程、成果などの記録や作品を計画
的にファイル等に集積。そのファイル等を活用して児童・生
徒の学習状況を把握するとともに、児童・生徒や保護者等
に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を示す。

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（答申）」の補足資料を基に編集部で作成（原図作成はVIEW21編集部）

尺度 4

…

…できる
…している

3

…できる
…している

2

…できる
…している

1

…できない
…していない

項目2

パフォーマンス評価 ルーブリック

ポートフォリオ評価

（例）各教科等の特質に応じ育まれる見方
や考え方を用いて探究することを通じて、
考えたり判断したり表現したりしている

（例）○○を理解している／○○の知識を
身に付けている／○○することができる／
○○の技能を身に付けている

（例）主体的に知識・技能を身に付けたり、
思考・判断・表現をしようとしたりしている

学びを
人生や社会に生かそうとする

生きて働く
知識・技能の習得

学びに向かう力・人間性
等の涵養

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力

等の育成

A 

新
学
習
指
導
要
領
を
軸
に
、

学
力
の
３
要
素
育
成
に
向
け
て
改

革
中
。

　
高
校
教
育
の
改
革
は
、
高
大
接
続
改

革
の
一
環
と
し
て
２
０
１
６
年
度
前
後

か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
【
図
表
７
】。

高
大
接
続
改
革
に
お
け
る
高
校
の
役
割

は
、
学
力
の
３
要
素
を
育
成
し
て
大
学

に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
。
２
０
１
８
年

に
改
訂
さ
れ
、
２
０
２
２
年
度
入
学
生

か
ら
実
施
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
は
、

改
革
の
大
き
な
柱
だ
。

　
加
え
て
、    ＊1
　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
の
導
入
が
、

こ
こ
数
年
で
急
速
に
進
展
し
た
。
新

学
習
指
導
要
領
実
施
前
の
現
時
点
で
、

改
革
は
す
で
に
一
定
の
歩
み
を
見
せ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
本
年
５
月
、
内
閣
の
私
的
諮

問
機
関
で
あ
る
教
育
再
生
実
行
会
議
に

よ
る
第
十
一
次
提
言
が
公
開
さ
れ
た
。

Society5.0

時
代
へ
の
対
応
を
多
分

に
意
識
し
た
も
の
で
、「
技
術
の
進
展

に
応
じ
た
教
育
の
革
新
」「
新
時
代
に

対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
」【
図
表
６
】

が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
❶
に
、

大
学
で
言
う
「
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
」
や

「
特
色
化
」
に
あ
た
る
取
り
組
み
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、❷
で
は
、
新
学

習
指
導
要
領
や
教
育
課
程
の
さ
ら
な
る

見
直
し
が
提
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、「
高
等
学
校

改
革
」
と
銘
打
た
れ
て
い
る
も
の
の
、

❻
で
は
接
続
先
で
あ
る
大
学
に
も
触

れ
て
お
り
、「
文
系
・
理
系
に
偏
っ
た

大
学
入
試
の
見
直
し
」や「
入
試
改
革
、

教
育
の
質
向
上
」
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
第
十
一
次
提
言
を
受
け
た
具
体
策

に
つ
い
て
は
、
中
央
教
育
審
議
会
で
検

討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
実
行
に
移
さ
れ

れ
ば
、
今
後
も
高
校
教
育
は
刷
新
さ
れ

続
け
、
そ
れ
に
伴
っ
て
大
学
入
学
者
の

質
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。

　
改
革
の
背
景
に
は
、
国
際
的
な
教
育

の
潮
流
が
あ
る
。
日
本
の
教
育
は
従
来

コ
ン
テ
ン
ツ
、
つ
ま
り
「
何
を
教
え
る

か
」
を
重
視
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現

在
は
、    ＊2
　Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
21
世
紀
型
の
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
（
主
要
な
資
質
・
能
力
）
す
な

わ
ち
、「
ど
の
よ
う
な
力
が
つ
い
た
の

か
」「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
」
が
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。新
学
習
指
導
要
領【
図
表
８
】や「
２

０
４
０
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
答
申
）」が
掲
げ
る「
学

修
者
本
位
の
教
育
へ
の
転
換
」
も
、
こ

の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

A 

「
資
質
・
能
力
の
育
成
」の
た
め

科
目
、学
び
方
、評
価
法
が
変
わ
る
。

　
新
学
習
指
導
要
領
が
め
ざ
す
の
は
知

識
・
技
能
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
未

知
の
状
況
や
社
会
に
生
か
す
資
質
・
能

力
の
育
成
だ【
図
表
８
】。よ
っ
て
科
目
、

学
び
方
、
評
価
法
が
大
き
く
変
わ
る
。

　
教
科
・
科
目
は
【
図
表
９
】
の
よ
う

に
な
る
。
数
学
と
理
科
に
わ
た
る
探
究

的
教
科
「
理
数
」
の
２
科
目
を
は
じ
め
、

「
探
究
」
が
付
い
た
科
目
が
複
数
新
設

さ
れ
る
。
政
治
や
経
済
の
諸
課
題
を
学

ぶ
「
公
共
」、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
含

む
「
情
報
Ⅰ
」
が
必
修
に
な
る
ほ
か
、

既
存
の
科
目
も
学
習
範
囲
や
指
導
方
針

が
変
更
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

　
こ
れ
ら
全
教
科
・
科
目
を
、「
知
識
・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
観

点
で
評
価
す
る
【
図
表
10
】。
思
考
や

態
度
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
測
り
づ

ら
く
、
学
習
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
て
評
価

す
る
必
要
が
あ
る
。
レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ

ゼ
ン
な
ど
に
取
り
組
ま
せ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
評
価
、
日
々
の
学
び
を
記
録
す

る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

が
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
【
図
表
11
】。

＜生徒の受け入れ＞＜教育課程の編成・実施＞＜修了認定＞に関する方針を策定／普
通科を特色化するための類型を国が提示／文系・理系科目をバランスよく学ぶしくみづくり

❶学科の在り方

新学習指導要領の着実な実施／社会変化に対応するための学習指導要領、教育課程の
見直し／技術革新の進捗が早い分野について教科書の見直しを検討

❷高等学校の教育内容、教科書の在り方

生徒のキャリア形成に必要な社会的スキルの育成方法を検討／通信制課程における「高校
生のための学びの基礎診断」の活用／第三者評価を踏まえた広域通信制高校の質の向上

❸定時制・通信制課程の在り方

校内研修の充実／教師の資質の目安となる指標を学校種ごとに記述／ポスドク、企業人、ア
スリート、芸術家など外部人材の活用／特色化を推進する校長の在職期間の長期化

❹教師の養成・研修・免許の在り方

市町村、産業界、大学等との協働による地域課題解決型学習の実現／コミュニティ・ス
クール導入、地域学校協働活動の推進／高校と地域をつなぐコーディネーターについて検討

❺地域や大学等との連携の在り方

文系・理系に偏った大学入試の見直し／入試改革、教育の質向上に取り組む大学へ
の支援の充実／就職希望者の職業選択時のルール「一人一社制」を見直し

❻中高・高大の接続

不登校などに関する教育相談体制の充実／通級による指導の充実／障害のある生徒の自
立に向けた関係機関との連携／日本語指導が必要な外国人生徒の受け入れ体制の充実

❼特別な配慮が必要な生徒への対応

離島・中山間地域等の小規模校へのＩＣＴ等の導入、大学等との連携強化／再編や小規
模校活性化の事例を情報提供

❽少子化への対応

●主体的な学び
●対話的な学び
●深い学び

＊1 「…子供たちの姿や地域の実情等を踏まえて、各学校が設定する学校教育目標を実現するために、学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、
それを実施・評価し改善していくことが求められる。これが、いわゆる『カリキュラム・マネジメント』である」（中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」）
＊2 OECDが実施する国際学力調査。2000年から３年ごとに実施。

特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」

POINT

国
際
的
な
流
れ
も
押
さ
え
、

S
o

ciety5.0

時
代
に
向
け
た

教
育
接
続
を
。

POINT

将
来
の
入
学
者
が
受
け
る
教
育

を
ふ
ま
え
、入
試
、カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、授
業
、評
価
法
を
見
直
す
。

「学力の３要素」の確実な育成
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探
究
学
習
と
は
何
か
？

Q

A 

進
路
選
択
に
影
響
を
与
え
る

課
題
解
決
型
の
学
習
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
重
視
さ
れ
て
い

る
「
探
究
学
習
」
と
は
、「
日
常
生
活

や
社
会
に
課
題
を
見
つ
け
、
解
決
に
向

け
て
情
報
を
集
め
整
理
・
分
析
し
て
ま

と
め
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
課
題
を
見
つ

け
て
解
決
に
向
け
行
動
す
る
こ
と
を
発

展
的
に
繰
り
返
す
学
習
」だ【
図
表
12
】。

国
際
理
解
や
環
境
な
ど
の
現
代
的
な
諸

課
題
、
町
づ
く
り
や
防
災
な
ど
の
地
域

課
題
、
文
化
や
職
業
な
ど
生
徒
の
関
心

や
進
路
に
基
づ
く
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
テ
ー
マ
に
な
り
得
る
。

　
探
究
学
習
で
は
、
興
味
を
掘
り
下
げ

た
り
、
自
己
を
振
り
返
っ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
を
獲
得
し
た
り
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
生
徒
が
社
会
と
自
身
と
の

つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
部
の
科
目
・

授
業
だ
け
で
は
な
く
、
全
科
目
に
日
常

的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
勧
め
ら

れ
、
各
高
校
は
試
行
錯
誤
の
真
っ
最
中

だ
。
中
で
も「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
は
科
目
横
断
的
な
探
究
を
、「
探
究
」

を
付
し
た
科
目
で
は
そ
の
科
目
の
範
囲

内
で
の
探
究
を
主
眼
に
し
た
授
業
を
行

う
。
こ
れ
ら
探
究
学
習
で
身
に
付
け
た

資
質
・
能
力
と
、
そ
れ
以
外
の
場
面
で

身
に
付
け
た
資
質
・
能
力
を
総
合
的
に

働
か
せ
て
学
習
や
社
会
に
生
か
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
【
図
表
13
】。

　
し
た
が
っ
て
各
教
科
・
科
目
の
評
定

に
は
、探
究
学
習
の
評
価
も
含
ま
れ
る
。

た
だ
し
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は

高
校
ご
と
、
生
徒
ご
と
に
取
り
組
み
内

容
が
異
な
り
定
量
的
な
評
価
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
身
に
付
い
た
資
質
・
能
力

を
文
章
で
記
述
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
現
状
の
高
校
で
の
探
究
学
習
の
評

価
対
象
を
表
し
た
の
が
【
図
表
14
】
だ
。

　
自
己
を
振
り
返
る
探
究
学
習
は
高
校

生
の
進
路
選
択
に
も
強
く
関
係
し
、
実

際
入
試
で
利
用
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

て
い
る
【
図
表
15
】。
入
試
種
別
を
問

わ
ず
学
力
の
３
要
素
が
問
わ
れ
る
今
後

の
入
試
で
は
、
そ
の
重
要
度
が
高
ま
る

だ
ろ
う
。
大
学
側
も
高
校
側
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

高
校
が
大
学
等
と
協
働
し
て

社
会
を
リ
ー
ド
、支
え
る
人
材
育
成

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
、
社
会
の
要
請

に
応
じ
た
人
材
を
育
て
る
高
校
向
け
の

指
定
校
事
業
の
目
玉
が
上
記
３
事
業
。

Society5.0

時
代
に
向
け
た
先
導
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
Ｗ
Ｗ
Ｌ
は
、
拠
点
校
を
中
心
に
複
数

の
共
同
実
施
校
、
国
内
外
の
大
学
、
企

業
等
が
協
働
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会

課
題
研
究
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る

新
規
事
業
。
今
後
５
年
間
で
拠
点
校
を

50
校
程
度
配
置
す
る
予
定
だ
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
従
来
通
り
、
先
進
的
な
理

数
系
教
育
を
行
う
高
校
を
指
定
し
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
人
材
を
育
成
す
る

も
の
。
大
学
は
研
究
支
援
や
育
成
・
評

価
手
法
の
開
発
な
ど
で
協
力
す
る
。

　
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
〜
は
、
高
校

が
自
治
体
、大
学
、企
業
等
と
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
形
成
し
、
地
域
課
題
の
解
決

を
め
ざ
す
探
究
活
動
を
行
う
新
規
事

業
。学
科
や
取
り
組
み
内
容
に
よ
っ
て
、

３
つ
の
型
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

知っておきたい

Society5.0時代の高等学校改革パッケージ
WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）
コンソーシアム構築支援事業　

新たな社会をけん引する人材の育成
・共通して求められる力の育成
・Society5.0を地域から分厚く支える
 人材の育成 

［予算］1.13億円（新規）
［指定校数］10校程度（1000万円/年・校）

スーパーサイエンスハイスクール
（SSH）支援事業※継続

地域との協働による
高等学校教育改革推進事業

［予算］22.19億円
［指定校数］新規指定30校程度（750万
～1200万/年・校。2018年現在204
校）。指定校の中から重点枠14校（2018
年現在）

▶国内外の高校生が参加する「国際会
議」等開催
▶短期・長期留学や海外研修をカリキュラ
ムの中に体系的に位置付け
▶大学教育の先取り履修を単位認定する

▶各校における高度な課題研究
　→主体的・協働的に学習・研究実施
▶海外の高校生を招いた科学イベントを開催
　→国際的に活躍する意欲能力の育成
▶海外の高校生らと行う広域共同研究
　→国や地域を越えた社会への貢献

▶ものづくりに関する専門的な技術を身に
付け、地場産業を支える人材を育成
▶衰退しつつある地域の振興方策を地域
との連携により研究・実践
▶海外研修等をカリキュラムの中に体系
的に位置付け

◆将来、イノベーティブなグローバル人材
を育成するため、高校等と国内外の大学、
企業、国際機関等が協働し、より高度な学
びを高校生に提供するしくみを構築する。
高校生国際会議の開催や、高校のアドバ
ンスト・ラーニング・ネットワークの形成によ
り、WWLコンソーシアムにおける拠点校を
めざす
※ＷＷLコンソーシアムの形成に向けて、今後およそ５
年以内に、アドバンスト・ラーニング・ネットワークを形成
した拠点校を全国に50校程度配置する

◆先進的な理数系教育を実施している高
校等を指定し、支援
◆中等教育段階から体系的、先進的な理
数系教育を実践。生徒の科学的能力を培
い、将来のイノベーション創出を担う科学
技術関係人材の育成を図る
◆高校等の理数系教育課程の改善に資
する実証的資料を得る

◆プロフェッショナル型：地域の産業界
等との連携・協働による実践的な職業教
育を推進し、地域に求められる人材を育成
◆地域魅力化型：地域課題の解決等を
通じた学習を各教科・科目や学校設定科
目等において体系的に実施するためのカ
リキュラムを構築し、地域ならではの新しい
価値を創造する人材を育成
◆グローカル型：グローバルな視点を持ちコ
ミュニティーを支える地域のリーダーを育成

［予算］2.51億円
［指定校数］プロフェッショナル型（専門学
科中心10校程度）、地域魅力化型（普通
科中心20校程度）、グローカル型（学科共
通20校程度）

Ａ高校
連携校

Ａ海外
連携校

B海外
連携校

C高校
連携校

B高校
連携校

拠点校

共同実施校

管理機関

企業

ＮＧＯ
等

国内
大学

海外
大学

国際
機関 成果の普及

大学
研究機関
民間企業等

地域の他の高校
近隣の小中学校

連携

各種経費
支援

支援協力

管
理
機
関（
教
育
委
員
会
等
）

高
校
等

評
価

指
導
助
言

学
校
の
指
定 指

導
助
言
等

運
営
費

交
付
金

文科省
高校生と地域課題のマッチングを

効果的に行うためのコンソーシアムを構築

地
域

予算・
指定校数

事業
概要図

目的

概要

取り組み例

事業名

大学・
専修学校等 産業界

地域
ＮＰＯ

小中学校等

社会教育
機関

（公民館等）

首長・
教育委員会等

市町村

高等学校
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POINT

探
究
学
習
で
得
ら
れ
た
資
質
・

能
力
を
大
学
は
ど
う
評
価
し
、

入
学
後
発
展
さ
せ
る
か
。
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＊文部科学省資料を基に作成

POINT

い
ず
れ
も
大
学
や
行
政
と
協
働

し
て
行
わ
れ
る
。チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、積
極
的
に
参
加
の
検
討
を
。

科学技術
振興機構
（JST）

5.1
％

32.8％

24.3％
20.5％

17.3％

18

【図表12】探究における生徒の学習の姿

【図表15】探究学習の成果利用

【図表14】探究学習の評価対象 ＊複数回答

探究課題の解決を通して
育成する資質・能力

他教科等
で身に付けた
資質・能力

教科等を超えた全ての
学習の基盤となる資質・能力

＊ベネッセコーポレーション「『総合的な学習の時間』における探究学習の実態調査」
（2018年6月実施。全国の高校約1000校へのアンケート調査結果）

＊文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部にて作成   

0 2010 4030 60 70 8050 （％）

最終成果物
（論文や提出物、プレゼンなど）

取り組みへの
意欲や姿勢

生徒自身による
自己評価

生徒同士の相互評価

観点別の評価基準
（ルーブリックなど）

特に評価は
行っていない

外部のアセスメント
の指標

その他

69.9

64.2

43.5

36.8

18.3

12.0

5.6

1.6

知識・技能
思考力、
判断力、
表現力等

活用する

情報活用能力 言語能力

育まれるような
課題を設定する

学びに
向かう力・
人間性等

（例）

相
互
に
関
連
付
け
、学
習
や
生
活
に
生
か
す

地理歴史や理
科で学 習した
資源、産業、生
態 系 、エネル
ギーなどの知識

数 学や 国 語 、
芸 術で学 習し
た統計処理や
分 析 、発 表に
役立つ力

プロセス、
アウトプット
共に重視

【図表13】探究と他の学習の関連   

まだ考えて
いない

その他

入試への
成果利用が
多い

＊ベネッセコーポレーション「『総合的な学習の時間』における探究学習の実態
調査」（2018年6月実施。全国の高校約1000校へのアンケート調査結果）     

入試問題で問われる
資質・能力の育成として

生徒が志望理由書を
書く際の材料として

調査書の
活動履歴として

＊文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部にて作成

▶日常生活や社会に目を向け、
   生徒が自ら課題を設定する。

▶探究の過程を経由する。

▶自らの考えや課題が新たに更新され、
   探究の過程が繰り返される。

情報の収集
整理・分析

1

23

1

2

4

3

1

2

4

3

まとめ・表現

課題の設定 課題の設定　　情報の収集　　
整理・分析　　  まとめ・表現

1 2

3 4

4
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受験指導　進路デザインへ

進路指導
進行する高大接続改革の中で、高校生の進路に対する考え方、
高校教員の指導のスタンスに根本的な変化が見られる。
これからの高校生は何を基準に大学選びをするようになるのか？

A 

「
大
学
入
学
を
ゴ
ー
ル
」
と
す

る
進
路
選
択
で
は
学
び
続
け
ら
れ

な
い
こ
と
。

　
現
状
、
高
校
の
教
育
力
を
進
学
実
績

で
判
断
す
る
見
方
が
、
社
会
全
般
と
し

て
強
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高

校
に
は
「
少
し
で
も
偏
差
値
の
高
い
大

学
に
生
徒
を
送
り
出
す
こ
と
」
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
大

学
合
格
に
向
け
た
受
験
指
導
の
充
実
が

図
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
受
験
で
は
早

期
に
進
学
先
が
決
ま
る
推
薦
・
A
O
入

試
よ
り
も
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
学
習
に
取

り
組
み
、
偏
差
値
の
高
い
大
学
を
め
ざ

す
一
般
入
試
を
中
心
と
し
た
指
導
が
進

学
校
で
は
行
わ
れ
て
き
た
。

　
大
学
側
も
ま
た
、「
少
し
で
も
偏
差

値
の
高
い
学
生
の
確
保
」「
偏
差
値
に

よ
る
序
列
の
中
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
」
を
め
ざ
し
て
き
た
実
態
が
あ
る
。

そ
の
結
果
、「
大
学
受
験
を
ピ
ー
ク
に

勉
強
し
な
く
な
る
」「
よ
く
知
ら
な
い

ま
ま
進
学
し
、
合
わ
ず
に
中
退
す
る
」

と
い
っ
た
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
周
知
の
と
お
り
だ
。

　
し
か
し
今
、
社
会
は
変
わ
り
、
予
測

不
可
能
な
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
は
生
涯
を
通
じ
て
「
学
び
続
け
る
」

従
来
型
の
進
路
指
導
の
課
題
は
？

Q

編

高
校
生
の
主
体
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
高
大
で
支
援
。

POINT

A 

探
究
学
習
の
中
で
の
気
づ
き

を
ふ
ま
え
た
進
路
選
択
へ
。

　
前
述
の
よ
う
に
、「
進
路
デ
ザ
イ
ン
」

が
重
視
さ
れ
る
と
、
進
学
先
の
多
様
化

や
、
推
薦
・
A
O
入
試
の
積
極
的
な
利

用
な
ど
、
進
路
指
導
は
変
化
す
る
と
予

想
さ
れ
る
【
図
表
１
】。
そ
の
変
化
の

背
景
に
あ
る
の
は
、
探
究
学
習
だ
。
生

徒
は
自
分
の
興
味
・
関
心
か
ら
探
究
を

重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
自
身
や
社

会
へ
の
理
解
を
深
め
、「
取
り
組
ん
だ

テ
ー
マ
を
よ
り
深
く
学
べ
る
大
学
や
、

進
路
指
導
は
ど
う
変
わ
る
？

Q

自
学
に
合
う
生
徒
向
け
の

入
試
と
早
期
ア
プ
ロ
ー
チ
。

POINT

高校改革の
「今」Q&A

別
の
角
度
か
ら
学
べ
る
大
学
」（
青
翔

開
智
中
高
・
談
）
や
、「
研
究
室
ベ
ー

ス
の
大
学
選
び
」（
三
田
国
際
学
園
中

高
・
談
）、「
自
分
の
情
熱
に
応
え
て
く

れ
る
教
育
環
境
」（
N
高
・
談
）
を
求

め
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
国
内

の
大
学
だ
け
で
な
く
、
海
外
も
進
学
先

の
選
択
肢
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
探
究
学
習
の
成
果
や
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
活
用
に
よ
り
、
志
望
理
由

や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
、
入
学
後
の
学

び
の
プ
ラ
ン
も
明
確
に
な
る
た
め
、
そ

れ
ら
が
求
め
ら
れ
る
推
薦
・
A
O
入
試

【図表1】進路指導のこれまで・これからと
大学に求められること  

これまで これから 大学に求められること

【図表２】新入試初年度生（現高校２年生）の入試スケジュール

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

英語外部検定試験の受験英語外部検定受験手続・申し込み

英
語「
共
通
I
D
」申
し
込
み

英
語
外
部
検
定
試
験

受
験
期
間
B（
８
〜
９
月
）

総
合
型
選
抜
出
願（
９
月
以
降
）

英
語
外
部
検
定
試
験

受
験
期
間
Ｃ（
10
〜
12
月
）

学
校
推
薦
型
選
抜
合
格
発
表

（
12
月
以
降
）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施

（
１
月
16
日
、17
日
）

一
般
選
抜
実
施

（
２
月
１
日
〜
３
月
25
日
）

総
合
型
選
抜
合
格
発
表（
11
月
以
降
）

学
校
推
薦
型
選
抜
出
願
開
始

（
11
月
以
降
）

英
語「
共
通
Ｉ
Ｄ
」発
行

英
語
外
部
検
定
試
験

受
験
期
間
A（
４
〜
７
月
）

＊1 ＊2

＊1 英語外部検定試験の受験期間Aの成績は９月以降、受験期間Bの成績は11月以降、受験期間Cの成績は２月以降に大学へ提供
＊2 一般選抜の期間は、教科・科目に係るテストの実施期間
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に
よ
る
受
験
を
自
然
と
選
択
す
る
よ
う

に
な
る
。
高
校
教
員
も
こ
の
方
式
を
積

極
的
に
支
持
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

た
。
こ
れ
は
、
大
き
な
変
化
だ
。

　
本
誌
で
は
３
年
前
、「
高
校
の
進
路

指
導
の
『
今
』」
と
い
う
特
集
を
組
ん

だ
が
、
当
時
の
推
薦
・
A
O
入
試
に
対

す
る
高
校
の
評
価
は
、「
楽
し
た
い
生

徒
向
け
」「
決
ま
っ
た
ら
勉
強
し
な
く

な
る
」「
各
大
学
で
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
が
違
う
の
で
対
策
し
に
く
い
」と
、

後
ろ
向
き
な
も
の
だ
っ
た
。
高
校
で
の

探
究
学
習
の
広
が
り
と
と
も
に
、
従
来

の
偏
差
値
重
視
の
志
望
校
選
び
は
変

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
大
学
の
募

集
活
動
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
？
　
ま

ず
は
、低
学
年
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。

探
究
活
動
の
中
で
大
学
へ
の
関
心
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
3
か
ら

で
は
遅
い
。
英
語
外
部
検
定
試
験
へ
の

対
応
も
あ
る
た
め
【
図
表
2
】、
早
期

化
は
必
須
だ
。
次
に
重
要
な
の
は
、
自

学
の
教
育
・
研
究
に
合
う
生
徒
を
招
く

た
め
の
入
り
口
＝
入
試
の
用
意
と
、
丁

寧
な
選
抜
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
変
化
し

て
い
く
高
校
教
育
と
連
携
す
る
た
め
の

大
学
教
育
改
革
と
そ
の
広
報
が
重
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
は
、

「
大
学
入
学
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
」
進

路
選
択
を
高
校
生
が
「
主
体
的
に
」
行

う
こ
と
が
重
要
だ
。
つ
ま
り
、
大
学
卒

業
後
を
見
据
え
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を

主
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
「
進
路

デ
ザ
イ
ン
」
が
、
高
校
の
進
路
指
導
の

課
題
だ
と
言
え
よ
う
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
、
学
ん
だ
こ
と

を
活
用
す
る
力
の
向
上
が
重
視
さ
れ
て

い
る
の
も
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用

し
て
活
動
や
体
験
を
履
歴
化
し
、
振
り

返
り
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
の
も
、

英
語
4
技
能
の
養
成
と
入
試
で
の
評
価

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
も
、
全
て
は
変

化
の
激
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
徒

が
生
き
抜
く
た
め
。
高
校
で
は
既
に
、

社
会
へ
と
つ
な
が
る
「
出
口
」
に
焦
点

を
当
て
た
指
導
へ
の
変
化
が
始
ま
り
つ

つ
あ
る
の
だ
。

　
大
学
は
、
こ
う
し
た
高
校
の
指
導
の

変
化
を
受
け
止
め
、
高
校
生
の
主
体
的

な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
視
点
か

ら
、
高
大
接
続
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

2年 3年

入
試
方
式

志
望
校
の
検
討
の
し
か
た

志
望
校
検
討
時
期

高2～高3の夏
まで。進路指導
の中で行う

高校入学後～
高2。探究学習
を通じて興味を
持つようになる

学問系統を選
び、関連する学
部 学 科がある
大学を偏差値
順に並べて検
討させる

探究学習の中
で自分の興味・
関心を自覚し、
それについて
継続的に探究
できるような進
学先を検討す
る

▶自学に合う生徒の
特定化とターゲットに
対する教育・研究力
の広報
▶高校の探究学習
に積極的に関わる

一般入試重視
で、推薦・AO入
試は積極的に
は勧めない

生 徒に合った
入試方式を選
ぶため、生徒と
相性のよい推
薦・AO入試で
あれば積極的
に勧める

▶自学に招きたい生
徒向けの入試の準備
▶教育・研究情報と
セットで入試を広報
する

低学年からの
アプローチ

取材・文／本間学　撮影（P23）／亀井宏昭



生活

興味・勉強

進路選択
主体性・高群

（129人）

進路選択
主体性・低群

（187人）

考えること・
行動すること人との関係

自分自身・将来

14.3

15.2

16.3

14.8

15.8

13.4

13.6

12.8

16.3

14.0

12

14

16

特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」

A 

前
向
き
に
教
育
改
革
・
入
試

改
革
を
捉
え
る
保
護
者
が
多
い
。

　【
図
表
４
】
に
示
し
た
保
護
者
の
意

識
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
進
行
し
て
い

る
教
育
改
革
、
入
試
改
革
に
対
し
て
賛

成
の
割
合
が
高
い
。
入
試
関
連
の
項
目

を
見
る
と
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
な
ど
、
知
識
以
外
の
多
様
な
力
を
測

る
こ
と
に
対
し
て
は
８
割
以
上
の
保
護

者
が
賛
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
記
述
式

問
題
の
導
入
、
英
語
に
お
け
る
４
技
能

の
評
価
に
対
し
て
は
５
割
以
上
の
保
護

者
が
賛
成
の
立
場
だ
。
入
試
改
革
に
積

極
的
に
取
り
組
む
大
学
は
、
保
護
者
の

支
持
を
得
や
す
い
と
言
え
よ
う
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
小
学
校
か

ら
の
英
語
学
習
に
つ
い
て
も
、
賛
成
す

る
保
護
者
が
８
割
前
後
に
な
っ
て
い

る
。
大
学
で
は
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
高
校
生
本
人
の
意
識
に
も
目
を
向
け

て
み
る
。【
図
表
３
】
は
主
体
的
に
進

路
を
選
択
し
た
高
３
生
と
、
そ
う
で
な

い
高
３
生
の
「
自
立
」
度
を
比
較
し
た

グ
ラ
フ
だ
。
前
者
は
「
生
活
」「
興
味
・

勉
強
」「
考
え
る
こ
と・行
動
す
る
こ
と
」

「
人
と
の
関
係
」「
自
分
自
身
・
将
来
」

の
全
項
目
で
後
者
の
ス
コ
ア
を
上
回
っ

て
い
る
。
現
在
多
く
の
高
校
は
、
生
徒

の
主
体
性
を
育
み
、
大
学
受
験
の
先
を

見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
観
を
醸
成
し
よ
う

と
積
極
的
に
指
導
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
「
自
立
」
度
の
高
い
高

校
生
が
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
高
校
生
が
増
え
れ
ば
、
学

修
意
欲
の
高
い
学
生
が
増
え
る
な
ど
、

大
学
へ
も
好
影
響
が
及
ぶ
は
ず
だ
。
こ

の
変
化
を
追
い
風
と
し
て
受
け
止
め
、

自
学
の
教
育
・
入
試
改
革
に
生
か
す
視

点
が
大
学
に
は
求
め
ら
れ
る
。

保
護
者
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
？

Q

保
護
者
に
教
育
・
入
試
改
革
に
お
け
る

自
学
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
。

POINT

高等教育局大学振興課
大学入試室長

錦  泰司
にしきたいし●2001年4月文部科
学省入省。研究振興局学術機関課
学術研究調整官などを経て、2019
年4月より現職。 

新学習指導要領に対応する2025年度入試に向けたスケジュール

ーー2021年度入試に向けた、現在の状況は？
　2019年１月時点の調査で、活用が「まだ決まって
いない」と回答した大学の割合は、共通テストについ
ては約３割、英語の資格・検定試験については５割
弱に上りました。これらの活用のしかたは、高校現場
が最も注目している事項です。特に英語に関しては、
詳細な活用方法と、出願資格として活用する場合は
求めるCEFRのレベルを速やかに公表していただき
たい。文部科学省としても、実施団体などのさまざま
なルートから高校に発信されている情報を整理して
提供するなど、円滑な実施が図られるように努めま
す。また、大学入学センターでは、共通テストで課す
記述式問題の採点過程の改善を図るため、本年11
月に１万人規模で具体の答案を活用した採点過程
の検証を行う予定です。
ーー2022～2024年度入試における変更点は？
　2023年度入試から電子調査書の全国利用を開
始する方向で検討していますが、それ以外に大きな
変更は予定していません。2024年度までは、共通テ
ストの検証を進め、そこで明らかになった課題に対応
し、定着させる時期だと考えています。電子調査書に
関しては、本年度から複数の教育委員会と大学が連

携した実証実験を開始する予定です。
　多くの大学は「主体性等の評価」を課題と考えて
おり、その評価に調査書を活用しようとしています。電
子調査書に変わることで、調査書の活用のしかたも
変わるはずです。文科省としても参考となる好事例を
大学や高校に発信していく考えです。

ーー新学習指導要領に対応した2025年度入試に
向けての検討課題は？
　文部科学省では2021年初頭をめどに2025年度
入試の共通テストに関する実施大綱の予告を発表
する予定です。今後、センターと共に具体的な検討
内容を詰めていきます。
　共通テストでの「地歴・公民、理科での記述式問
題導入」は、先行実施する数学、国語の状況を検証
し、検討していきます。また、2025年度以降の共通
テストでの英語の取り扱いも、民間の資格・検定試
験の状況を見て、検討していく予定です。
　新学習指導要領で共通必履修になる「情報」科目
については、センターにおいて作問とテストの実証実
験をスタートさせています。情報科目を共通テストに導
入するとなると、２日間の試験日程の中にどう配置する
のか、考えなくてはなりません。過密な時間割を避ける
ため、出題科目の簡素化も検討課題になるでしょう。
　テストの複数回実施、CBT-IRT＊での実施も検討
課題です。いずれにしても実施大綱の予告で一定の
方向性を示していく考えです。
　入試改革は、高校生が高校教育の中で積み上げ
てきた努力を受け止めて評価し、大学教育へとつな
いでいく重要な改革です。大学と文科省が協力して、
一体となって改革を進めていきましょう。

入
試
改
革
の
進
捗
と
課
題
は
？

―
―
入
試
情
報
の
発
信
と「
主
体
性
等
」の
評
価
が
課
題

文部科学省に聞く！

大学は高校現場に向けて
速やかな情報発信を

2021年初頭をめどに
2025年度入試の方向性を示す

新学習指導要領に
対応した
共通テストの実施
 

共通テスト

年度

入試年度

2019年度

2020年度入試

2020年度

2021年度入試

2021年度

2022年度入試

2022年度

2023年度入試

2023年度

2024年度入試

2024年度

2025年度入試

・JAPAN e-Portfolioの運営を
一般社団法人教育情報管理
機構に移行
・電子調査書の実証事業開始

電子調査書の
全国利用（予定）

共通ID申し込み、発行 大学入試英語成績提供シス
テムによる成績提供開始

「実施大綱」の策定・公表 共通テスト実施
新学習指導要領に
対応した

「実施大綱」の予告

新学習指導要領に
対応した「実施大綱」の
策定・公表

英語４技能
評価

主体性等
評価

14.7%

15.7%

36.0%

36.5%

32.1%

32.6%

40.0%

40.4%

42.4%

42.3%

50.2%

50.0%

15.7%

13.6%

9.2%

9.4%

4.8%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

英語の「聞く・読む・話す・書く」の
全ての力を大学入試で測る

大学入試に記述式の問題を入れる

英語を小学校５年生から教科にする

英語を使う活動を
小学校３年生から必修にする

高校・大学入試で知識以外の多様な力
（思考力・判断力・表現力など）を重視する

プログラミング教育などの
コンピュータを活用した学習を増やす

賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

＊【図表４】は、ベネッセ教育総合研究所・朝日新聞社共同調査「学校教育に対する保護者の意識調査2018」2017年12月～2018年1月。小２、小５、中2生の子を持つ保護者7400人が回答。一部抜粋。
　「わからない」、無回答、不明を省略しているため、賛成と反対の合計が100％にならない

【図表4】教育・入試改革に対して、保護者は賛成の立場をとる割合が高い
　　　　～保護者の意識調査結果

2.8%

2.3%

3.8%

3.5%

0.7%

1.5%

23 2019 9 -102019 9 -10 22

【図表3】進路選択における主体性別「自立」度

＊Computer-Based Testing（コンピュータを利用したテスト）、Item Response
　Theory（項目応答理論）

＊【図表３】は、東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「高校生活と進路に関する調査」2015年3月～4月上旬。進路選択主体性の高・中・低群は「自分の意思で進路を選択した」
　「自分の進路について真剣に考えた」「自分から進んで進路に関する情報を収集した」の３項目の回答から作成した。中群は図から省略した
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進路指導 編

　
現
在
、
多
く
の
大
学
が
2
0
2
1
年

度
入
試
に
関
す
る
予
告
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
高
校
現
場
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
何
人
か
の

高
校
教
員
に
率
直
に
聞
い
て
み
た
。

　
英
語
４
技
能
評
価
に
関
し
て
は
「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
な
ど
と
整

合
性
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
形
態
で
も

よ
い
」（
B
高
校
）
と
い
う
意
見
が
あ

る
よ
う
に
、
入
試
で
の
活
用
方
法
と
い

う
よ
り
も
、「
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う

な
英
語
力
を
求
め
る
の
か
」（
D
高
校
）

を
重
視
す
る
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。
現

状
、
英
語
外
部
検
定
試
験
の
活
用
の
有

無
の
み
を
発
表
し
て
い
る
大
学
が
少
な

く
な
い
が
、「
自
学
の
学
び
で
必
要
な

英
語
力
」
を
基
に
、
入
試
で
の
活
用

方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ほ
か
に
も
「
経
済
的
な
格
差
、
地
域

格
差
が
生
じ
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
と

英
語
の
試
験
に
参
考
程
度
『
加
点
』」

が
よ
い
（
C
高
校
）
と
の
意
見
や
、「
負

担
軽
減
と
い
う
意
味
で
は
『
試
験
の
代

替
』
が
望
ま
し
い
」（
E
高
校
）
な
ど

と
い
っ
た
受
験
生
の
負
担
増
加
へ
の
配

慮
を
求
め
る
意
見
が
見
ら
れ
る
。

　
一
般
選
抜
で
の
主
体
性
等
評
価
に

関
し
て
は
「
非
常
に
難
し
い
ナ
イ
ー
ブ

な
問
題
」（
A
高
校
）
と
し
つ
つ
も
、「
合

否
の
判
断
に
必
要
な
要
素
と
し
て
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
」（
F

高
校
）
と
の
意
見
が
見
ら
れ
た
。
評
価

方
法
と
し
て
は
、
面
接
や
小
論
文
等
の

活
用
が
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
過

去
の
姿
勢
に
対
す
る
評
価
は
評
定
を
用

い
て
、
未
来
の
姿
勢
に
対
す
る
評
価
は

簡
易
的
な
レ
ポ
ー
ト
等
を
提
出
」（
B

高
校
）
と
い
う
、
複
数
の
観
点
に
よ
る

評
価
を
期
待
す
る
声
も
あ
っ
た
。

　
大
学
説
明
会
に
関
し
て
は
、「
国
の

教
育
改
革
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
に
、

自
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
て
も

ら
う
と
改
革
の
背
景
が
理
解
で
き
、
大

学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
が
し
や

す
い
」（
B
高
校
）
と
い
う
声
が
あ
る
。

　
高
大
連
携
に
つ
い
て
は
、
一
方
的
な

講
義
で
は
な
く
、「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

形
式
で
、
生
徒
に
新
し
い
発
見
を
促
す

よ
う
な
も
の
」（
E
高
校
）
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に

率
先
し
て
取
り
組
む
大
学
の
姿
は
、「
大

学
を
応
援
す
る
意
識
」（
A
高
校
）
を

醸
成
す
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る

高
校
教
員
に
積
極
的
に
関
わ
る
連
携

が
、
大
学
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

高校改革の「今」
Q&A

特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」

各
大
学
の
入
試
改
革
に
つ
い
て

高
校
教
員
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
？

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
明
ら
か
に
す
る
。

高
校
が
評
価
す
る
入
試
改
革
と
は
？

高
校
教
員
に
聞
く
！

2019 9 -10 24

東 北 地 区

英語4技能評価 一般選抜での主体性等評価 大学説明会や高大連携の取り組み 大学への期待

説明会で、学問領域について楽しそうにプレゼンされている大学教員の
話を聞いていると、進学を勧めたい生徒の顔が浮かんでくる。一方で、
パワーポイント資料を配布して、一方的にその説明だけをされると、内容が頭
に入ってこない。出前講義も同じで、グループワーク形式で、生徒に新し
い発見を促すようなものだと、その先生の下で学びたいという生徒の
感想が多い。

高大接続では、高校と大学の学びの擦り合わせが必要だが、それには教
える側の目線合わせは欠かせない。高大で教員同士の交流を深める機
会があればと考えている。

A 高 校公 立

首都圏地区
B 高 校公 立

東海地区
C 高 校公 立

近畿地区
D 高 校公 立

中国地区
E 高 校公 立

九州地区
F 高 校私 立

生徒の努力が評価されるという意味では、「加点」や「みなし得点化」＊2も
よいが、個別試験の負担軽減という意味では「試験の代替」＊3が望まし
い。大学での学びを通して、学生がどのように力を身に付けていったかを継
続的に測り、その結果を高校側にも開示してほしい。

一般選抜では、面接や小論文などを課し、受験生が自分の言葉で自身
の経験を語れるかどうかを客観的に判断していく方法が一番わかりやす
い。それ以外だと、生徒が経験を記入した書類や調査書等を合否判定に
は使わず、入学後の参考資料とする方法がよいように思う。高校では自身
を振り返る活動を充実させているので、大学ではより高度な振り返りを行
えるようにしてもらいたい。

国の教育改革について説明した後に、自学の取り組みについて話をして
もらうと、改革の背景が理解でき、大学の取り組みについて質問がしやす
い。特色ある学部が増えているため、生徒と学部の適切なマッチング
が難しくなっている。ＡＩを活用した大学情報データベースの構築といった
ことも必要ではないか。出前講義では、単発ではなく、年間を通し同一の教
員が複数回講義を行ってくれる大学がある。生徒が大学で学ぶイメージを
持ちやすいので、大変ありがたい。

出前講義などをマーケティングの一環として行うのではなく、高校教育に
積極的に関わる姿勢を持ってもらえるとありがたい。高大の接続を考えた
際、普通教育から専門教育の間を埋めることが肝要であり、その間を埋め
るものが探究活動だと考えている。探究では、「学ぶ技術」が必要だが、高
校にはその専門家がいない。各大学には、高校での探究に関わる機会
を増やしてもらいたい。

大学や学部のアドミッション・ポリシーなどと整合性があれば、どのよ
うな形態でもよい。というのは、画一的な基準で選抜を行うと、大学や学
部の多様性が失われてしまうので。選抜の公正さを追求しすぎると、画一
的、機械的な処理となり、各大学・学部の特色に合った選抜にならない。

過去の姿勢に対する評価は評定を用いて、未来の姿勢に対する評価
は簡易的なレポート等を提出させて評価する方法はどうか。評価の比
重は、各大学のアドミッション・ポリシーによるだろう。レポートについては、
公開講座を設けて、その内容をふまえて書くようにするやり方もあるので
は。

大学入学共通テストの記述式問題の配点や調査書の扱いなどを明確
にして、わかりやすく説明している大学は、受験生のことを親身に考え
ていると感じる。
３日間ほど大学をオープンにして、見学したい講義を全て見せてもらった
が、学生が本当に熱心に、しかも楽しそうに学んでいる様子がよくわかり、
大変参考になった。

「英語４技能」が強調されているが、英語を書いたり話したりするアウト
プットの活動においては、その“中身”が肝心。大学はビジネス英会話
学校ではないので、“中身”についてどのように指導しているかも高校側に
情報提供してほしい。

まず、大学として、どのような英語力を求めるのか、詳しく提示してもらいた
い。また、資格・検定試験の受験料負担の軽減策についても考えてもらい
たい。技能の高さを、求められるレベル以上に競う必要はない。外国語
や国際系の学部の場合、ハイレベルのスコアであれば個別試験の英
語を免除するなどの方法はどうか。それ以外の学部では、一定のスコア・
級を「出願資格」にするのがよいのではないか。

受験生にとって一番公平な評価方法は、大学の基準で面接等を実施す
ることだと思う。調査書の得点化は、高校によって規模や活動の活発さ
が違うので、公平さを欠く。共通テストで一次選抜を行い、「入学したら何を
やりたいか」あるいは「社会人になったら何をやりたいか」についてプレゼ
ンさせるような選考を考えてもらいたい。

説明会では、大学からの説明の後に情報交換の場を設けるなどして、高校
側から大学へ要望を言いやすい状況をつくってもらえると、ありがたい。大
学生と一緒に普段の授業を一緒に受ける、説明が上手な学生を使って
大学での授業のおもしろさを生徒に伝えるといった取り組みは、高校側
としてはとても助かる。一方で、大学の先生が自分の専門をとうとうと語る
だけの出前講義は改善してもらいたい。

それぞれの大学・学部・学科の特性に合った学生がきちんと入学できるよ
うに、入試を工夫したり、大学での学びを高校生に伝えたりして、ミス
マッチがないようにしてほしい。そのためにも、大学側はしっかりと自学の特
徴を伝えてもらいたい。加えて、高校生が大学を知る機会を増やし、どの地
域に住んでいても公平に知ることができるしくみを、高校と大学、そして国
が一体となって考えたい。

英語の資格・検定試験は、各大学、学部、学科のアドミッション・ポリ
シーに基づいて活用すべきだと思う。例えば、必要に応じて個別試験で
課すようにするなどの方法もあるだろう。

一般選抜では、募集人員が少ない募集単位や、段階的な選抜で評価に
取り入れるなど、評価の検討が十分に行える規模で実施してはどうか。学
力では測れない部分を判断することは難しいと思うが、大学での学びに積
極的に取り組む学生を入学させるためにも、合否の判断に必要な要素と
して積極的に取り入れてもらいたい。

高大連携の取り組みについては、高校の学びが大学や上級学校への学
びにつながっているという実感が生まれる内容であれば、生徒の学習
意欲を喚起でき、望ましい。

高校の教育現場では、「主体的・対話的で深い学び」が求められているの
で、大学の出前講義についても、一方通行的な授業ではなく、グループ
ワークや問題解決的な要素を取り入れた授業を行ってもらうことが望まし
い。

資格・検定試験等の受験には、経済的な格差や地域格差が生じる可能
性を考慮すると、英語の試験に参考程度「加点」＊1する形での活用が
よいと思う。

進学後に「何を」「なぜ」学びたいのかを学生に尋ねることで主体性を
判断することができるのではないか。推薦入試では、志望動機等を尋ねて
いるので、それを一般選抜に拡大できないか。ただ、調査書と共に送付す
る志望理由書等は、事前に担任が指導している場合もあり、ややもすると
担任の作文である可能性も。学生自身の意見を直接聞くことをお勧めした
い。

大学が中心となって、地域の学校などを巻き込みながら、イベントな
どを実施している姿を見ると、地域でその大学を支えようとする意識
が高まる。大学での熱心な指導が直接感じられると、自信を持ってその大
学に生徒を送り出したいと思うようになる。市民や企業も同様で、大学を応
援する意識が育つ。

「本学なら、××の研究ができる！」と、もっと研究について、生徒にアピー
ルしてもらいたい。そうすることが、大学の個性化にもつながるのではな
いか。「○○大学で、この研究をするために、高校では△△の学習をがん
ばる」といったように、高校と大学で共に生徒を指導したい。

大学入試（特にAO入試）では、英語による自己表現を積極的に取り
入れてもらいたい。例えば、「高校時代に何をやってきて」「大学入学後
に何をする予定なのか」を、受験生に英語でプレゼンさせることができるか
どうかで、大学の社会に対する発信力に違いが生じるのではないか。

非常に難しいナイーブな問題だと思う。高校生の面接練習や、入学してく
る中学生の面接をしてきた経験から、面接でめだつ、人当たりが上手な生
徒だけがよい人材ではないと感じている。主体性等の評価では、「その学
部で必要なスキルにつながる経験や資格」を問うことが必要ではない
か。そうした必要な力や資格を、入試を通して意識させることは、とても重
要。

大
学
で
求
め
ら
れ
る
力
に

高
校
教
員
は
注
目

＊1 スコア・級に応じて英語試験の得点に加算　＊2 一定のスコア・級を保持している場合、入試で一定の得点を取ったとみなし、英語試験の得点と比較して得点が高いほうを選抜に用いる
＊3 独自試験を行わず、英語外部検定試験のスコア・級を得点に換算して選抜に用いる
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A 

少
子
化
に
よ
り
再
編
・
整
備
が

進
む
一
方
、
多
様
化
、
特
色
化
へ

　
高
校
進
学
率
は
３
年
連
続
で
過
去
最

高
の
98
・
8
%
を
記
録
し
て
い
る
。
進

学
率
が
1
0
0
%
に
近
い
値
の
た
め
、

少
子
化
の
影
響
を
そ
の
ま
ま
受
け
、

2
0
1
9
年
度
現
在
、
生
徒
数
は
ピ
ー

ク
だ
っ
た
1
9
9
0
年
度
に
比
べ
4
割

強
も
減
少
。
併
せ
て
学
校
再
編
・
整
備

が
進
み
、
学
校
数
は
1
割
強
減
っ
て
い

る
【
図
表
1
】。
そ
の
一
方
で
社
会
環

境
の
変
化
や
生
徒
の
多
様
化
に
合
わ
せ

た
改
革
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
特

色
を
持
つ
高
校
が
現
れ
て
い
る
。

　
近
年
の
変
化
を
課
程
や
学
科
、
教
育

体
系
等
の
面
か
ら
見
て
い
く
。

　
課
程
別
に
見
る
と
高
校
生
の
９
割
以

上
が
全
日
制
に
通
っ
て
い
る
が
、
近
年

は
通
信
制
に
通
う
生
徒
の
割
合
が
上
昇

し
て
い
る
【
図
表
３
】。
こ
の
要
因
と

し
て
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
が
考

え
ら
れ
る
が
、
特
色
あ
る
教
育
を
提
供

す
る
N
高
校
（
在
籍
者
約
１
万
人
）
の

よ
う
な
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
通
信
制
高

校
が
登
場
し
た
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
総
合
学
科
数
と
単
位
制
高
校
数
も
増

加
し
て
い
る
【
図
表
４
、
５
】。
総
合

学
科
で
は
、
幅
広
い
科
目
の
中
か
ら
、

生
徒
自
身
が
時
間
割
を
作
成
し
て
学

ぶ
。単
位
制
高
校
は
学
年
区
分
が
な
く
、

自
分
の
ペ
ー
ス
や
興
味
・
関
心
に
合
わ

せ
て
履
修
で
き
る
。
ど
ち
ら
も
将
来
の

進
路
に
合
わ
せ
た
科
目
選
び
が
で
き
る

の
が
特
徴
だ
。
た
だ
し
、
総
合
学
科
に

つ
い
て
は
生
徒
の
目
的
意
識
の
低
さ
や

安
易
な
科
目
選
択
と
い
っ
た
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
中
高
一
貫
校
の
人
気
も
高
ま
っ
て
い

る
。
6
年
間
を
通
し
た
独
自
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
組
め
る
の
で
、
特
色
化
を
図
り

や
す
い
。学
校
数
も
右
肩
上
が
り
だ【
図

表
６
】。
学
校
運
営
に
保
護
者
や
地
域

住
民
が
参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
導
入
校
の
急
増
も
注
目
し
た

い
【
図
表
７
】。
高
校
の
地
域
活
動
は

こ
れ
か
ら
な
の
で
、
先
行
し
て
い
る
大

学
は
連
携
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
教
育
再
生
実
行
会
議
は
生
徒
の
約
７

割
が
在
籍
す
る
普
通
科
の
４
類
型
化

（「
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
の
育

成
」「
地
域
課
題
の
解
決
」
な
ど
）
を

検
討
す
る
提
言
を
出
し
た
。
高
校
の
多

様
化
、
特
色
化
は
よ
り
進
む
だ
ろ
う
。

高
校
経
営
の
現
状
と
課
題
は
？

Q

高
校
の
再
編
、多
様
化
、特
色
化

を
受
け
止
め
た
連
携
施
策
を
。

POINT

＊１　2017年度現在、いわゆる不登校児童生徒数は、小・中学校で計217,040人、高校で80,313人
　　（「平成29年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」参照）
＊2　コミュニティ・スクールとは、「地域とともにある学校」への転換をめざし、住民や保護者も参加する学校運営協議会で運営を行う学校

＊１

＊2

高校経営
生徒数が減少する中、多くの高校が定員充足面で課題を抱えている。
生徒数の減少は、学校のみならず地域の活性化においてもマイナスになる。
高校はこの課題にどう対応しているのか。データを交えて見ていく。

普通科　多様化へ

高校改革の
「今」Q&A

取材・文／本間学　撮影（P29）／亀井宏昭
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【図表2】高校の主な制度改革の歴史 【図表1】高等学校数と在籍生徒数の推移 

【図表4】総合学科数の推移 

【図表6】中高一貫校数の推移 【図表7】コミュニティ・スクールを
導入している高等学校数の推移 

【図表5】単位制高等学校数の推移 【図表3】課程別生徒数の割合の推移

1988 

1989 

1993 

1994 

1998 

1999 

2004

2005

2015

2017

単位制高等学校の導入（定時制・通信制）

定時制・通信制高校の修業年限の弾力化（４年以上→３年以上）

単位制高等学校の全日制への拡大。学校間連携、学校外学修の単位認定の導入

総合学科（普通教育・専門教育の選択履修を総合的に行う学科）の導入

学校外学修の単位認定対象範囲の拡大

中高一貫教育制度の導入

コミュニティ・スクールの導入

学校外学修等の認定可能単位数の拡大（20→36単位）

改革内容

全日制 定時制 通信制

単位制の
全日制・定時制・
通信制高校の合計
うち全日制

学校数 生徒数年

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2019

2009 2010 2011 2012 201820172016201520142013
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全日制・定時制課程の高等学校における遠隔教育の制度化
専攻科修了者の大学への編入学制度の創設

通信制高校の面接指導等実施を学則必須記載事項に追加
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88
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689

931 912

1250

81

247

42

81

273

48

83

288

49

83

309

49

82

318

50

86

404

51

84

459

52

82

461

52

90

478

53

92

490

53

5,506
5,501 5,478 5,418

5,116
4,939 4,887

562万人

472万人

417万人

361万人
337万人 332万人 317万人

＊【図表1・3～6】文部科学省資料を基に編集部で作成。但し2019年度分については、令和元年度学校基本調査速報値を基に編集部で計算したもの
＊【図表７】文部科学省「コミュニティ・スクールの導入・推進状況」を基に編集部で作成

＊第43回 教育再生実行会議配布資料「新時代に対応した
　高等学校改革に関する参考資料」を基に編集部で作成 

27 2019 9 -102019 9 -10 26

（校）

（校）

（校）

連携型 ： 教育課程の編成や教員・生徒間交流等による一貫教育。設置者は別でもよい
併設型 ： 同一の設置者が中高を設置。高校入試は行わない
中等教育学校 ： 一つの学校として一体的に中高一貫教育を行う

2019

54

496

90

編



特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」

高
校
の
募
集
状
況
は
？

Q

A 

私
立
高
校
の
７
割
が
定
員
割

れ
。
公
立
校
は
県
外
募
集
へ
。

　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

の
発
表
資
料
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
8
年

度
に
定
員
割
れ
を
起
こ
し
た
私
立
高
校

は
全
体
の
約
７
割
に
上
る
【
図
表
８
】。

都
道
府
県
別
に
見
る
と
平
均
1
0
0
％

を
超
え
て
い
る
の
は
埼
玉
県
、岡
山
県
、

新
潟
県
、
富
山
県
の
み
。
反
対
に
秋
田

県
、
徳
島
県
・
香
川
県
で
は
充
足
率
が

60
％
を
下
回
る
な
ど
、
募
集
に
苦
戦
し

て
い
る
。

　
公
立
高
校
は
ど
う
か
？
　
少
子
化
に

よ
る
再
編
が
進
み
、
2
0
0
5
年
と

2
0
1
9
年
を
比
較
す
る
と
5
3
2
校

減
少
し
た
（
4
0
8
2
校
↓
3
5
5
0

校
）。
各
都
道
府
県
は
「
魅
力
化
に
向

け
た
取
り
組
み
の
方
針
」「
望
ま
し
い

学
校
規
模
の
設
定
」「
統
廃
合
の
基
準

の
設
定
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
再
編
整

備
計
画
を
策
定
し
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
は
い
る
が
（
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
学
校
・
学
科
を
設
置
し
た
結
果
、
志

願
者
数
が
増
加
す
る
、
総
合
学
科
の
創

設
に
よ
る
多
様
な
教
育
の
提
供
な
ど
）、

一
方
で
課
題
も
多
く
残
る
（
統
合
を
実

施
し
た
も
の
の
志
願
倍
率
が
低
迷
す

る
、
高
校
が
な
く
な
っ
た
地
域
の
活
力

が
低
下
、
な
ど
）【
図
表
９
】。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
文
部
科
学
省

が
2
0
1
8
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
全
国
32
道
県
3
0
6
の
公
立
高

校
で
、
県
外
募
集
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
人
口
減
に
悩
む
地
方

の
公
立
高
校
が
、
そ
の
高
校
で
し
か
学

べ
な
い
授
業
や
部
活
動
な
ど
で
特
色
を

出
し
、
生
徒
を
全
国
募
集
し
て
い
る
。

特
定
の
運
動
部
で
の
募
集
が
目
立
つ

が
、
長
崎
県
の
対
馬
高
校
な
ど
離
島
に

設
置
さ
れ
た
高
校
が
「
離
島
留
学
特
別

選
抜
」
を
行
っ
た
り
、
岩
手
県
の
種
市

高
校
の
よ
う
に
全
国
唯
一
の
「
海
洋
開

発
科
」
に
つ
い
て
全
国
募
集
を
行
っ
た

り
す
る
例
も
あ
る
。

　
地
方
の
場
合
、
廃
校
が
地
域
の
衰
退

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
公
立
高
校

の
募
集
活
動
で
も
、
特
色
化
が
キ
ー
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
視
点
で

は
近
隣
の
高
校
と
の
特
色
の
す
み
分
け

が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
大
学
に
目
を
向
け
る
と
、
最

新
の
学
校
基
本
調
査
で
は
大
学
・
短
大

進
学
率
は
58
・
1
％
、
専
門
学
校
進
学

率
は
23
・
6
％
と
、
過
去
最
高
と
な
っ

た
。
次
年
度
以
降
も
高
等
教
育
無
償
化

の
影
響
に
よ
り
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
18
歳
人
口
の
減
少
と
い
う
問
題

が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
校

の
動
き
に
注
目
し
つ
つ
、
今
後
の
大
学

教
育
の
あ
り
方
、
そ
し
て
大
学
の
経
営

に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

募
集
地
域
の
高
校
が
抱
え
る

課
題
と
そ
の
対
応
に
注
目
を
。

POINT

初等中等教育局
参事官（高等学校担当）

塩川達大
しおかわたつひろ●1996年4月
文部科学省入省。岐阜県教育委員
会学校支援課長、初等中等教育局
児童生徒課課長補佐、スポーツ庁政
策課学校体育室室長などを経て、
2019年7月より現職。

■高等学校教育改革のスケジュール

ーー新学習指導要領がめざすものは？
　現在、大学の経営や教育を担う皆さんが高校生
だった頃と、社会や高校、高校生の様相は様変わり
しています。平成２年をピークに高校数は約１割、生
徒数は約４割減少し、ICTも大きく革新しました。30
年前はワープロが普及し始めた頃。デジタルネイティ
ブの今の高校生には想像もできない時代でしょう。し
かし、これからは、今まで以上に変化が加速度的に
訪れ、不確実性が増します。そうした社会において
は、生涯にわたって自分自身を常にアップデートして
いくことが不可欠です。その基盤となる資質・能力を
育成することが、高校段階の新学習指導要領の
ゴールだと捉えています。
　新学習指導要領は2022年から年次進行で実施
されます。すでに一部の高校は「自校ではどういう教
育を提供していくのか」を議論し、カリキュラム・マネジ
メントの確立に取り組んでいます。高校も大学と同
様、３ポリシーを明確化するべきだと教育再生実行
会議でも検討されています。
　私見ですが、日本の学校では制度発足時の「知識
を伝授する」というサプライヤーの発想に傾きすぎた
授業が今も少なくないと思います。しかし、不確実性

が高まる社会においては、「学修者の視点に立った
教育の提供」がより求められるのではないでしょうか。

ーー高大接続への取り組みと課題は？
　「高校生に多様な学びの場を提供する」という観
点の重要性が増しています。その意味では、大学と
の連携も必要でしょうし、地域や他の高校との連携も
進めていくべきでしょう。文科省は本年度からイノベー
ティブなグローバル人材を育成する「WWLコンソーシ
アム構築支援事業」＊を開始しました。コンソーシアム
には海外の高校、大学だけでなく、国内の大学にも
積極的に参加してもらいたいと考えています。
　これまで日本の大学入試はペーパーテストによるも
のがほとんどでした。入試にかけるコストが少なくて済
むうえに、公平性の高さに重きが置かれてきたためで
す。しかし、これからは定量化しにくい資質・能力も、入
試で見ていく努力が求められます。推薦では「全国大
会で○位」といった基準が用いられたりしています
が、もっと「高校生活で何を学んで、どう成長したか」
を評価すべきではないでしょうか。近頃は、生徒の学
びによる変容を可視化するために、ポートフォリオを
取り入れる高校が増えています。これを高大接続に
生かすためには、ポートフォリオを導入する高校、それ
を入試で活用する大学の両方が増えていかなければ
なりません。文科省としては好事例を紹介して、横展
開することで改革を推進することを考えています。
　社会的なコンセンサスを得ている入試のあり方を変
えるのには時間がかかります。粘り強く、学修者本位の
教育の流れを高校と大学が大きくし、シームレスにつな
げていきませんか。それこそがSociety5.0時代の高大
接続がめざすべきあり方ではないでしょうか。

高
校
か
ら
見
た
高
大
接
続
改
革
の
課
題
は
？

―
―
学
修
者
本
位
の
指
導
と
評
価
に
転
換
を

文部科学省に聞く！

常に自分をアップデートできる人材に
必要な資質・能力の育成

学修者本位の教育を
高校と大学がシームレスにつなぐ

「高校生のための
学びの基礎診断」の

しくみの構築

「学びの基礎診断」
実施開始

検証・見直し 新学習指導要領に
対応した診断開始

新学習指導要領をふまえた対応

制度改正に基づく教員の養成・採用・研修の充実

教科書作成・検定・採択・供給 新学習指導要領（年次進行で実施）

多面的な評価の推進
・学習評価のあり方の見直しや指導要録の改善
・学習成果を多面的に評価するツールとしての民間検定等の活用の促進
・生徒自身の自発的なキャリア形成を促す方策の推進  

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

教育課程の見直し

学習指導方法の改善、
教員の指導力の向上

多面的な評価の充実

＊ワールド・ワイド・ラーニング コンソーシアム構築支援事業、詳細はP.19参照

＊文部科学省「高大接続改革の進捗状況について」2019年1月より

（校）

【図表8】私立高校の入学定員充足率別学校数の推移
100％以上の学校数 70％以上100％未満の学校数 70％未満の学校数

【図表9】統廃合の内容と成果、課題

▶学級数が適正規模になり集団
活動が充実
▶地域ニーズに応じた学校・学科
の設置で志願者数増加
▶統合による総合学科の創設で
多様な教育を行えるようになった、
など 

▶高校がなくなることによる地域の
活力低下
▶OBや地域住民の理解が得にくい
▶統合後の志願率低迷
▶統合後の通学の負担増
▶小規模校で存続する場合の教育
環境の問題
▶生徒数減少によるさらなる統廃合の必要 

再編整備計画例 成果 課題

1400

1200

1000

800

600

400

200

0
（年度）2004 2005 2006 2007 2008 2014 2015 2016 2017 201820132012201120102009

362

1269 1257 1262 1266 1264 1273 1264 1281 1274 1279 1284 1285 1289 1283 1287

504

403

284

541

432

291

531

440

318

526

422

306

538

420

285

573

415

344

560

360

327

583

371

360

561

353

370

556

353

384

553

347

367

547

371

387

545

357

375

539

369

390

507

390

１ 魅力化に向けた取り組みの方針　　　　

　 （例）普通科における特色づくり、専門学科における教育の活性化、
　 グローバル化に向けた取り組みの充実、地域との連携促進など　　

２ 望ましい学校規模の設定　　　　　　　　

　  （例）1学年３～8学級を適正規模として設定など　　　　　　　

３ 統廃合の基準の設定　　　　　　　　　

　  （例）入学者が1学年80人を2年連続して維持できない場合は
　  統合を検討など

＊日本私立学校振興・共済事業団「平成30年度私立高等学校入学志願動向」

＊文部科学省「小中学校及び高等学校の統廃合の現状と課題」を基に編集部で作成

＊「公立高等学校入学者選抜における県外からの募集実施状況」。一家転住等やむを得ない場合や県境隣接地域からの入学志願者を除いたもの

＊
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特集●教育・経営の多様化、進化  高校改革の「今」

これまで これから

2019 9-10 30

これからの高大接続7 つのポイント

大学での
教育

まとめ

高校の変化は、社会や高校生、保護者の変化を受けてのもの。
それをどう受け止め、教育、経営に生かすかが、
各大学の存続を決めると言っても過言ではない。
新入試を1年後に控えた今、準備は万全だろうか。

高校までの教育と大学教育を断絶させず、共に「学修（習）者本位」の教育を

知識を伝授する教育 21世紀に必要な
資質・能力の育成1

高校の
対象校

高校の教育は変化している。教育の接続や将来性を考えて対象校は常に見直しを

実績校中心で
見直していない

自学の教育と相性のいい
高校を探す2

連携事業
高校と共に教育課題に取り組むことが、結果的に高校や地域での大学の存在感を高める

一方的な
出前授業中心

高校や地域の課題に
共に取り組む3

体制
教育の接続をめざすのなら、教務部や大学の経営をつかさどる部署も積極的に取り組もう

入試広報部署だけで
対応

全学体制で関わる4

入試
質重視の入試のほうが、かえって入学後の対応が軽減され合理的 

量確保第一の
効率重視型入試

自学の教育に合った
学生獲得の手段5

高校訪問
連携や入試改革の参考に、高校の教育やその課題についてもぜひ聞いてみよう

「入試情報」を
提供する

「教育」を語り合う6

募集広報の
時期

高3からスタートでは自学にマッチした学生はとりにくい。低学年からの広報がカギ

高3中心のアプローチ 高1からアプローチ7


